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【特記事項】

一 級 建 築 士　  No. 117422　     　西 沢 雅 彦
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２．改修建物　　　　 磯部ふれあい公園　体育館　屋外便所

工事概要

１．工事場所　　　　 三重県志摩市磯部町恵利原　５５７－１

３. 改修内容
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29-2コンセント設備 １階平面図（改修前）

コンセント設備 ２階平面図（改修前）

コンセント設備 １階平面図（改修後）

コンセント設備 ２階平面図（改修後）

コンセント設備 越屋根平面図（改修後）

コンセント設備 越屋根平面図（改修前）

拡声設備系統図（改修後）

放送機器姿図（改修後）

放送機器・弱電機器姿図（改修後）

弱電設備 １階平面図（改修後）

弱電設備 １階平面図（改修前）

弱電設備 ２階平面図（改修前）

弱電設備 ２階平面図（改修後）

自動火災報知設備系統図（改修後）

自動火災報知設備 １階平面図（改修前）

自動火災報知設備 １階平面図（改修後）

自動火災報知設備 ２階平面図（改修前）(１）

自動火災報知設備 ２階平面図（改修前）(２）

自動火災報知設備 ２階平面図（改修後）

自動火災報知設備 越屋根平面図（改修前）

概略工事工程表

自動火災報知設備 越屋根平面図（改修後）

屋外便所 電灯設備（改修前・改修後） 

外灯配置図（改修後）

屋外照明器具姿図・分電盤結線図（改修後）

グラウンド照明柱（改修前・改修後）

テニスコート照明柱（改修前・改修後）

照度分布図（改修後）(参考図）
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【特記事項】

一 級 建 築 士　  No. 117422　     　西 沢 雅 彦

西 沢 建 築 設 計 事 務 所
共通事項・仮設工事 Ｅ

特記仕様書（１）

三重県「環境物品等の調達方針」に従い、あらかじめ「木材・木材

製品の合法性、持続性可能性の証明のためのガイドライン」に準拠

した証明書を、監督職員に提出すること。

　工事写真の撮り方/建築、及び同/建築設備（建設大臣官房官庁営繕部監修）

本工事に係る施工図及び施工計画書の著作者の権利は、当該建物における使用

章 項目 特記事項項目 特記事項章 項目 特記事項章

１．共通仕様

・別表１　建築物に係る解体工事

・屋根ふき材

・外装材・上部構造部分

・基礎、基礎ぐい

・その他

　（　　　　　　　　　）

工程ごとの作業内容及び解体方法

工　      程 作業内容

・ 有 

・ 無 

・ 有 

・ 無 

・ 有 

・ 無 

・ 有 

・ 有 

・ 無 

・ 無 

分別・解体の方法

・ 手作業

・ 手作業と機械作業の併用

・ 手作業

・ 手作業と機械作業の併用

・ 手作業

・ 手作業と機械作業の併用

・ 手作業

・ 手作業と機械作業の併用

・ 手作業

・ 手作業と機械作業の併用

・別表２　建築物に係る新築工事等（・新築  ・増築  ・修繕  ・模様替）

・造成等

・基礎、基礎ぐい

・外装材、上部構造部分

・屋根

・建築設備、内装等

・その他

　（　　　　　　　　　）

・別表３　建築物以外の物に係る解体工事又は新築工事等（・外構  ・工作物等）

・本体付属品

・その他

　（　　　　　　　　　）

作業内容

・ 有 

・ 無 

・ 有 

・ 無 

・ 有 

・ 無 

・ 有 

・ 有 

・ 無 

・ 無 

分別・解体の方法

・ 手作業

・ 手作業と機械作業の併用

・ 手作業

・ 手作業と機械作業の併用

・ 手作業

・ 手作業と機械作業の併用

・ 手作業

・ 手作業と機械作業の併用

・ 手作業

・ 手作業と機械作業の併用

・ 有 

・ 無 

・ 手作業

・ 手作業と機械作業の併用

作業内容

・ 無 

・ 無 

・ 無 

・ 無 

・ 無 

分別・解体の方法

・ 手作業

・ 手作業

・ 手作業

・ 手作業

・ 手作業

・ 手作業と機械作業の併用

・ 有 

・ 無 

・ 手作業

・ 手作業と機械作業の併用

工程ごとの作業内容及び解体方法

工　      程

工程ごとの作業内容及び解体方法

工　      程

手作業・機械作業を併用する理由

建築設備の取り外し　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

内装材料の取り外し　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

屋根ふき材の取り外し（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１

共

通

事

項

１

共

通

事

項

１

共

通

事

項

　 濃度測定

[1.5.9]

章 項目 特記事項

１

共

通

事

項

1 適用基準等

各図面において、（○－○○－○）内の数字は適用する上記詳細番号を示す。

請負代金額が５００万円以上（消費税込み）の元請負人は、工事実績情報を

2 工事実績情報

　の登録

（財）日本建設情報総合センターの工事実績情報システム（ＣＯＲＩＮＳ）に登

録するものとする。

なお、登録内容を訂正する必要が生じた場合は、標準仕様書に記載された登録

の手順に準じて訂正するものとする。

の登録を省略することができるものとする。

3 概成工期

また、変更契約日と工事完了日の間が、１０日に満たない場合は、変更契約時

　技術者

・適用する4 電気保安

5 施工条件

　処理等

・現場において再利用を図るもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

6 発生材の

　総合試運転調整を行う上で、関連工事を含めた各工事が工期のおおむね

[1.1.4]

[1.2.1]

[1.3.3]

[1.3.5]

・建築物解体工事共通仕様書同解説

（１）図面及び特記仕様に記載されていない事項は、三重県公共工事共通仕様書及び「公共建築工事標準

（２）電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び機械設備工事はそれぞれ

の工事仕様書を適用する。

（３）改修工事を本工事に含む場合は、改修工事は改修工事の工事仕様書を適用する。

（４）受注者は建築基準法第７条の定めによる完了検査（同法第７条の３の定めによる中間検査を含む）

時には、特定行政庁（建築主事等）が求める検査に必要な資料（報告書等）を用意すること。

２．特記仕様

（１）項目は、番号に　印の付いたものを適用する。

（２）特記事項の中で選択する事項（・印の付いたもの）は、・ 印の付いたものを適用する。

（３）特記事項に記載の [　.　.　] 内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

よる注意情報が発せられた場合、受注者は人身の保護及び安全な避難に必要な補強、落下防止

等の保全措置を講ずるとともに、工事中断の措置をとること。又この事実が発生した場合は、契約

書第２６条（臨機の措置）によって処理されたものとする。

（５）標準仕様書で「特記がなければ、」以降に具体的な材料・品質性能・工法・検査方法等を明示し

ている場合において、それらが関係法令の改正等により（条例を含む）に抵触する場合には、関係

法令等の遵守[1.1.13]の規定を優先する。

なお、これにより難い場合は、監督職員と協議しなければならない。

　本工事の施工にあたっては「建築工事における建設副産物管理マニュアル」

を参考に適切な処理に努めるものとする。

　本工事が、特定建設資材を用いた建築物等に係る解体工事又はその施工に特

定建設資材を使用する新築工事等であって、その規模が「建設工事に係る資材

の再資源化等に関する法律」(平成12年5月31日法第104号  以下「建設リサイク

ル法」という。）施行令又は、都道府県が条例で定める建設工事等であって、

その規模に関する基準以上の工事（以下「対象工事」という。）である場合は、

建設リサイクル法に基づき分別解体等及び特定建設資材の再資源化等の実施に

ついて適切な措置を講ずることとする。

　なお、本工事における特定建設資材の分別解体等・再資源化等については、

別表１又は２，及び３の積算条件を設定しているが、工事請負契約書「７解体

されたものであるため、発注者が積算上条件明示した別表の事項と別の方法で

の責によるものではない事項については、この限りでない。工事契約後に明ら

かになったやむをえない事情により、予定した条件により難い場合は、監督職

員と協議するものとする。

源化等をした施設の名称及び所在地、再資源化等に要した費用を書面にて監督

職員に報告する。なお、書面は「建設リサイクルガイドライン(平成14年5月)」

に定めた様式１｛再生資源利用計画書（実施書）｝及び様式２｛再生資源利用

促進計画書(実施書)｝を兼ねるものとする。

　また、分別解体・再資源化の完了時に、再資源化等が完了した年月日、再資

　本工事が「建設リサイクル法」の対象工事外である場合においても前記に準

じ適切な措置を講ずるものとする。

工事に要する費用等」に定める事項は契約締結時に発注者と受注者の間で確認

あった場合でも変更の対象としない。但し、現場条件や数量の変更等、受注者

すること。

に「再生資源利用計画書」及び「再生資源利用促進計画書」を監督職員に提出

　また、工事完了後にはJACICが運営する「建設副産物情報交換システム」へ

再資源化等に関する法律、資材の有効な利用を促進する法律、廃棄物の処理及び

清掃に関する法律、その他関係法令によるほか、「建設副産物適正処理推進要綱」

に従い適切に処理し監督職員に報告する。

（ﾏﾆﾌｪｽﾄA、B2、D、E票を提示し、集計表を提出すること。）

ホルム
アルデヒド

トルエン キシレン
エチル
ベンゼン

スチレン
パラジクロロ

ベンゼン施設用途

学校教育施設

住宅

その他

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

測定対象化学物質（●で示したものとする。）

報告書提出部数　2　部

   書類

記載内容は監督職員と協議する。

に限り、発注者に委譲するものとする。

製作図等で原図として提出が出来ないものは、原図に変わるものとしてよい。

設備機器の位置、取り合い等が検討できる施工図を提出し、監督職員の承諾を

受ける。

[1.7.1～3][表1.7.1]

13 設計ＧＬ

14 騒音・振動の

防止

　低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規定に基づき指定された建設機械

の使用に努めること。

本工事の施工範囲15 設備工事との

を受ける。

施工図

　 取り合い

16 工事写真

本完成写真の著作者の権利は、発注者に委譲するものとする。

提出内容

記録方式：ＲＧＢ（フルカラー）、ＪＰＥＧ最高画質

画素：長辺で2880ＰＩＸ以上

17 完成写真

事故発生報告書を監督職員に速やかに提出すること。

18 事故報告 　工事施工中に事故が発生した場合には、直ちに監督職員に通報するとともに、

工事施工に際し、在来部分を汚損又は損傷した場合は、構造・仕上げ共、在来

にならい補修する。

19 養生その他

20 消防提出書類

は監理技術者

ない期間

請負契約の締結後、現場施工に着手するまでの（現場事務所の設置、資機材の

技術者の工事現場への専任を要しない。なお、現場施工に着手する日については、
請負契約締結後、監督職員との打合せにおいて定める。

　検査完了後、検査が終了し（発注者の都合により検査が遅延した場合を除く。）

、事務手続、後片付け等のみが残っている期間については、主任技術者又は監理

技術者の工事現場への専任を要しない。なお、検査が終了した日は、発注者が

完成図ＣＡＤデータ（ＣＤ－Ｒ）

化学物質を放散させる建築材料等

本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質

及び性能を有すると共に、次の１）から５）を満たすものとする。

１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF

パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板及び仕上塗材は、

ホルムアルデヒドを発散しないか、発散が極めて少ないものとする。

２）保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを発散しない

か、発散が極めて少ないものとする。

３）接着剤はフタル酸ジブチル及びフタル酸ジエチルヘキシルを含有しない

難揮発性の可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、トル

エン、キシレン、エチルベンゼンを発散しないか、発散が極めて少ないも

のとする。

４）塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを発散

しないか、発散が極めて少ないものとする。

５）１）、３）及び４）の建築材料を使用して作られた家具、書架、実験台

その他の什器等は、ホルムアルデヒドを発散しないか、発散が極めて少な

いものとする。

7 環境への配慮 [1.4.1]

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量

規制対象外

第三種

　通省大臣認定品

③次の表示のあるＪＡＳ適合品

ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用

ｂ．接着剤等不使用

ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデ

　　ヒドを発散しない材料使用

ｄ．ホルムアルデヒドを発散しない塗料等使用

ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデ

　　ヒドを発散しない塗料使用

ｆ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデ

　　ヒドを発散しない塗料

②建築基準法施行令第２０条の７第３項による国土交

③旧ＪＩＳのＥ０品

④旧ＪＩＳのＦc０品

　通省大臣認定品

該当する材料

①ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆☆品

①ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆品

②建築基準法施行令第２０条の７第４項による国土交

また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒド放散量」は、次のとおりとする。

8 材料の品質等 [1.4.2]

測定室の揮発性有機化合物の室内濃度を測定し、報告すること。

・引渡しを要するもの（・金属類　・ＰＣＢ含有物　・　　　　　　　　　）

・特別管理産業廃棄物（・廃石綿　・　　　　　　　　　　　　　　　　　）

実施報告を行うこと。

・ 有 

搬入又は仮設工事等が開始されるまでの）期間については、主任技術者又は監理

対象箇所（・図示　　・　　　　）

測定方法　・パッシブ採取による蒸気拡散式分析法　・厚生労働省の標準法

・図示した鉄筋コンクリート部の貫通孔、開口部の補強

・図示した壁・天井の仕上材・下地材の切込み及び補強

・自動閉鎖装置取付け箇所の切込み及び補強

・駆動装置が電動による建具等の２次側の配管・配線及び操作スイッチ

・設備機器の位置、取合いなどの検討できる施工図を提出し、監督職員の承諾

・消火器の設置届については、電気及び機械設備について設置届が不要な場合は

・防火対象物使用開始届については書類作成（建築図面の用意及び建築に関する

・建設発生土仮置場　　（・指定なし　・図示　・　　　　　　　　　　）

・仮設 ・ 有 

・ 手作業と機械作業の併用

・土工

・基礎

・本体構造

・ 有 

・ 有 

・ 有 

・ 手作業と機械作業の併用

・ 手作業と機械作業の併用

・ 手作業と機械作業の併用

１）本工事に使用する材料等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有す

２）備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品または同等品を使用するもの

３）標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の

指定する工法とする。

べき品質及び性能を有するものとする。

とし、同等品を使用する場合は監督職員の承諾をを受ける。

明書の写し等）を監督職員に提出し承諾を受ける。ただし、あらかじめ監督

職員に承諾を受けた場合はこの限りでない。

②生産施設及び品質の監理を適切に行っていること。

①品質及び性能に関する試験データを整備していること。

③安定的な供給が可能であること。

④法令等で定める許可、認可、認定又は免許を所得していること。

⑤製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

⑥販売、保守等のの営業体制を整えていること。

12 完成時の提出

　処理

要求品質

「建設汚泥処理土利用技術基準について（国営計第41号 平成18年6月12日）

表－４建設汚泥処理土の適用用途標準」における下記の区分とする。

本工事で建設汚泥が発生する場合は「建設汚泥の再生利用に関するガイドライ

ンの策定について」（国営計第36号　平成18年 6月12日）、「建設汚泥の再生利

用に関する実施要領について」（国営計第38号　平成18年 6月12日）に基づき建

設汚泥の再生利用を行う。

再生利用の種別　・埋戻し及び盛土材として利用　・　

再生処理方法　　・脱水処理　・安定処理（セメント、石灰による改良処理）

・第３種処理土　・　

10 建設汚泥の

  の処理

9 建設発生土 [3.2.5]

・処分地未定につき相互協議する。暫定運搬距離　8Km

、建築にて設置届を提出するものとする。

部分の記述）を行うこと。

11 化学物質の

６）製材等、フローリング又は再生木質ボードを仕様する場合は、

７）本工事に使用する木材は、品質が求められる水準以上であれば、

認証機構が認証する「あかね材」の優先利用につとめること。
「三重の木」利用推進協議会が認証する「三重の木」やあかね材
「志摩市公共建築物等木材利用方針」に基づく木材を最優先し、

建築工事標準詳細図　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修（平成28年版）

・　三重県建設副産物処理基準

工事写真の撮り方（改訂第二版）建築編　建設大臣官房官庁営繕部監修

・引渡しを要するもの、再資源化を図るものについては調書を作成して監督職員

へ提出すること。

・引き渡しに要する以外のものには、全て構外に搬出し、建設工事に係る資材の

・建設副産物情報交換システムの利用

・特定建設資材の再資源化等

建設リサイクル法　・対象工事　・対象工事外

・構外搬出適切処理

・完成図（施工図、施工計画書を除く）

・新規に作成　・既存完成図を修正

・保全に関する資料

・施工図（・　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　）

提出　・原図及びその複写図１部　・　

・施工計画書（・　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　）

提出　・１部　・　

撮影箇所数　・外観4面程度

・電子データ　１部

アルバム（大きさ335mm×290mm程度）　・無し　・有り

・検査終了後の期間

４）本工事に使用する材料は、次の①～⑥

の事項を満たすものとし、この証明となる資料（外部機関が発行する証

3 監督職員

  事務所の

　備品等

備品等の設置

机・いす 書棚 黒板・白浜 掛時計 温度計

種　類

種　類

数　量

種　類

数　量

数　量

着

組 台 個 個

足 個 個 個

個

個 個 台 台 台

消火器

長靴 雨合羽 保護帽 懐中電灯 衣類ﾛｯｶｰ

掃除具
請負者加入

電話・FAX
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 冷暖房機器

仮

２

設

工

事

1 足場 [2.2.4]

  足場を設ける場合、[2.2.4](b)によるほか、設置においては、「手すり先行工

法による足場の組立て等に関する基準」（厚生労働省　平成21年４月「手すり先

行工法に関するガイドライン」について（別紙１））における２の（２）手すり

据置方式、又は（３）手すり先行専用足場方式により行うこと。

2 監督職員

  事務所

[2.3.1]

4 仮設便所 ・利用できる

5 工事用水

6 工事電力

・設ける

構内既存の施設　・利用できない

・利用できる（ ・有償　・無償 ）

規模(ｍ２程度)　・１０　・２０　・３５　・６５　・１００

・設けない

構内既存の施設　・利用できない

・利用できる（ ・有償　・無償 ）

構内既存の施設　・利用できない

21 主任技術者又

22 官公署その他

への届出手続

及び検査

工事の完成を確認した旨、請負者に通知した日とする。

a 関係官公署その他への関係機関への必要な届出手続等の種別、手順、時期等を

c bの検査の結果、不合格の個所がある場合は、すみやかに補正し、必要な

ｄ cの補正に直接要する費用は施工者の負担とする。

23 総合図の作成

・現場施工に着手するまでの期間

関係を把握し、工種別施工図の適正化と効率化の為に活用することを目的と

・総合図は、施工者が、発注者の直接発注工事を含めた工事の全体概要と相互

を作成する。　設備その他の各関連工事各施工者は、協力して各工事の機器類

等を元図に記載し、相互調整をおこなう。

特記仕様書：　共通事項・仮設工事

[1.3.11]

・施工に関する調整は施工者間で行い、設計図書の調整、発注者の直接発注工事、

・建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

・風圧力

風速（Vo）　　　　　・30　　・32　　・34　　・36

・積雪荷重

地表面粗度区分　　　・Ⅰ　　・Ⅱ　　・Ⅲ　　・Ⅳ

建設省告示　第1455号における区域　　別表　（　　　）

仕様書(建築工事編)(平成31年版)による。(以下「標準仕様書」という。)による。

５）製造業者等に関する資料等の提出を求める材料

・ 有 ・ 無 

・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・

一覧表にしてあらかじめ監督職員に提出する。

手続をを行い、その結果を監督職員報告する。

b 関係官公署その他の立会い検査を必要とするものは、監督職員と打合せのうえ、

する。　工種別施工図に先行して作成し、監督職員の承諾を受ける。

・監督職員の指示により、建築工事施工者が元図（平面図、展開図、天井伏図等）

及び設計変更に関する調整は監督職員が行う。

・施工時間　　　　　　（・指定なし　・　　　　　　　　　　　　　　）

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修（平成31年版）

・処分地指定　　処分地（　未定別途協議　）

　請負者は受注時においてリサイクル対象工事については、工事着手前

8時から17時

・建築設備

N/S

（１４）日前までに支障のない状態まで完了していること。

・設計ＧＬ＝ＢＭ±0　　mm（現状地盤高は図示）

記録媒体：ＣＤ－Ｒ（ＩＳＯ）

の専任を要し

02令和４年度　磯部ふれあい公園体育館等大規模改修工事（電気設備工事）　

を参考に撮影する。　　　提出部数　1　部

検査を受け、その結果を監督職員に報告する。

職種別に可能なものについては積極的に活用のこと

一般利用出来るようにすること。

・ 外部の工事は原則 ９月～12月 の間に行い、１月以後、野球場・テニスコートが

・ 工事の着手については仮設ふれあい公園事務所が完成し、引っ越し完了後とする。

・カラープリント　（　１　）部

提出　・１部　・　

・施工順序　　　　　　（・指定なし　・図示　K-01 　　 　　　　　　）

・工事用車両の駐車場　（・指定なし　・図示　E-04　　　　　　　　　）

・資機材置場　　　　　（・指定なし　・図示　E-04 　 　　　　　　　）

・現場事務所　　　　　（・指定なし　・図示　E-04　　　　　　　　　）

（４）南海トラフ地震に係る地震防災対策強化地域内における工事にあっては「大規模地震対策特別措置法」に

24 その他 ・ アスベスト有無の事前調査結果を関係法令に基づき報告すること。



【特記事項】

一 級 建 築 士　  No. 117422　     　西 沢 雅 彦

西 沢 建 築 設 計 事 務 所
特記仕様書(電気：改修)(2) ＥN/S

･

Ⅰ.工事概要

1.工事場所

2.建物概要

建物名称 構造及び階数 国:延面積 建:延面積 消施令の適用 備  考

別表第一 (15) 項

国:国有財産法延面積 (㎡) 建:建築基準法延面積 (㎡)

体育館 RC造 一部S造 2階建 2454.07

3.工事種目

電灯設備

工事種目

建物別及び屋外

動力設備

体育館

工  事  種  別

･

Ⅱ.工事仕様

1.共通仕様

(1)

･

･

･

(2)

足場その他

項     目章 特      記      事      項

･ 別契約の関係受注者(下請け工事の場合は元請け)が定置したものは無償で使用できる｡

･ 本工事で設置する｡

｢手すり先行工法に関するガイドライン｣に基づく足場の設置に当たっては､同ガイ

ドラインの別紙1｢手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準｣における2

内部足場 (･ A種･ B種･ C種･ D種･

外部足場 (･ A種･ B種･ C種･ D種･

施工図等

うち､下記の原図及び複写図(1 部)を監督職員に提出する｡ただし､製作図等で原図と

して提出ができないものは､原図に代わるものとしてよい｡

機器製作図

試験成績書

一式 ､

一式 ､ 機器･配管固定の施工図 一式

一式制御システム図

電源周波数5 ･ 50Hz･ 60Hz

耐震措置6 設備機器の固定は､次に示す事項を除き､すべて｢建築設備耐震設計･施工指針  2014

1)設計用水平地震力

  なお､特記なき場合､設計用標準水平震度は､次による｡

  設計用標準水平震度

●

章 項     目 特      記      事      項

電熱設備

雷保護設備

受変電設備

電力貯蔵設備

発電設備

構内情報通信網設備

構内交換設備

情報表示設備

映像･音響設備

拡声設備

誘導支援設備

テレビ共同受信設備

監視カメラ設備

駐車場管制設備

防犯･入退室管理設備

中央監視制御設備

構内配電線路

構内通信線路

テレビ電波障害防除設備

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

4.指定部分 無･ 有･ 対象部分

建築工事 別図による

別図による

･ 電気自動車用充電設備
  機器の重量[kN]に､設計用標準水平震度を乗じたものとする｡

(○印の付いたものが対象工事種目)

 なお､施工図等の著作権に係る該当建築物に限る使用権は､発注者に移譲する｡

年版｣(独立行政法人建築研究所監修)による｡

火災報知設備

図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は､国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の下記仕様書等 

機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合は､機械設備工事及び建築工事はそれぞれの特記仕様書

を適用する｡

の(2)手すり据置方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う｡改修標準仕様書

第1編第2章2.2.2より足場の種別は以下による｡

2.特記仕様

(1) 項目は､番号に○印の付いたものを適用する｡

(2) 特記事項のうち選択する事項は､○印の付いたものを適用する｡

(3)

 

 

項     目章 特      記      事      項

･ 構内敷きならし

･ 本工事は､建設発生土情報交換システム(以下｢システム｣という｡)の登録対象

工事であり､受注者は､工事の実施に当たっては土量､土質､土工期等に変更が有っ

建設発生土の処理

室内空気中の

化学物質の濃度測定

天井仕上区分

測定時期 ･ 工事着手前

測定対象室 ･ 図 示

･

･

施工終了時

･測定箇所 ･ 図 示

室内空気中のホルムアルデヒド､トルエン､キシレン､エチルベンゼン及びスチレンの

濃度を測定し､監督職員に報告する｡

なお､測定はパッシブ型採取機器により行う｡

電気工事士 ･最大電力 500 kW 以上の場合､第一種電気工事士により施工を行う｡

機器姿図2

呼び線3

ﾌﾗｯｼｭﾌﾟﾚｰﾄ4

5

 
 
●

･最大電力 500 kW 未満の場合､第一種電気工事士又は認定電気工事従事者により施工

 を行う｡

合成樹脂管配線

7

共

 
通

 
事

 
項

2

･ 機械設備工事

について

再資源化等

①分別解体の方法

工 程 作業内容 分別解体の方法

特定建設資材廃棄物の種類 再資源化等をする施設名称 所  在  地

との取合い

●

改設一式

一

般

事

項

1

一

般

事

項

1

･ 樹脂製

設置場所 機器種別
重要機器 重要機器

  特定の施設   一般の施設

一般機器 一般機器

上層階

屋上及び塔屋

中間階

地下･1階

機器

防振支持の機器

水槽類

水槽類

防振支持の機器

機器

水槽類

防振支持の機器

機器

2.0 1.5 1.5 1.0

2.0 2.0 2.0 1.5

2.0 1.5 1.5

1.5 1.0

1.5 1.5 1.0

1.5 1.0 0.6

1.0 0.6 0.4

1.0 1.0 0.6

1.0 0.6

1.0

1.5

1.0

0.6

1.0

1.0

･ ･

1.0

0.6

1.5

 種 )･

 種 )･

薄鋼電線管

 

総合動作試験

●

電

3

力
･
受
変

電
･
発

電

のうち､○ 印が付いたものを適用する｡

･ E種

△を頭に付した室名は直天井を示し､その他は二重天井を示す｡

た場合､速やかに当該システムのデータ更新を行うものとする｡

なお､これにより難い場合は､監督職員と協議しなければならない｡

｢機器標準取付高さ｣

取付高さ[mm]測 点名   称 名   称 測 点 取付高さ[mm]
電
力
共
通

積算計器

引込開閉器

分電盤

スイッチ

スイッチ

スイッチ

(多目的便所)

(自動扉)

(一般)

(和室)

(台上)

(土間)

(外壁･屋外)

(一般)

(踊場)

(鏡上)

壁掛形制御盤

手元開閉器箱

制御スイッチ

集合保安器箱

室内端子盤

壁付電話機

壁掛形親時計

子時計

壁掛形スピーカ

壁付アッテネータ

拡
声

時
計

構
内
交
換

動
 
力

ブ
ラ
ケ
ッ
ト

コ
ン
セ
ン
ト

電
 
 
 
灯

1,800～2,000

1,800～2,200

1,300

1,100

1,800

300

150

 150～ 200

500

800

2,100～2,300

2,000～2,500

150

1,500

1,300

300

200

1,300

1,500
(上端1,900以下)

天井高×0.9

1,300

天井高×0.9

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

地上

地上

床上 中心

床上 中心

床上 中心

床上 中心

床上 中心

台上 中心

床上 中心

地上 中心

床上 中心

床上 中心

鏡上端 中心

床上 中心

床上 中心

床上 下端

天井下 上端

床上 中心

床上 中心

床上 中心

床上 中心

床上 中心

1,500
(上端1,900以下)中心～床上

1,500
(上端1,900以下)中心～床上

情報表示盤

1,300

ﾍﾞﾙ･ﾌﾞｻﾞｰ･ﾁｬｲﾑ 2,300

壁付押釦(一般) 1,300

外部受付用ｲﾝﾀｰﾎﾝ子機 標準図による

壁付ｲﾝﾀｰﾎﾝ(上記以外) 1,300

呼出釦(ﾄｲﾚ呼出) 900

呼出釦(ﾄｲﾚ呼出) 300

復帰釦 1,500～1,800

機器収容箱 200
ﾃﾚﾋﾞ端子
直列ﾕﾆｯﾄ 300

150

受信機･副受信機  800～1,500

機器収容箱･発信機  800～1,500

警報ベル 2,300

表示灯 2,100

ｶﾞｽ検知機(LPG) 300

出
退
表
示

誘
導
支
援

テ
レ
ビ
共
同
受
信

火
災
報
知

～床上 中心

～床上 中心

～床上 中心

～床上 中心

～床上 中心

～床上 中心

～床上 中心

～床上 中心

～天井下 上端

～床上 中心

～床上 中心

～床上 中心

～床上 中心

～床上 中心

～床上 中心

～床上

天井高×0.9

備
 
 
考

注)

2.意匠に関する部分(正面玄関･玄関ﾎｰﾙ･EVﾎｰﾙ･上級室

 ･会議室)の取付位置は､監督職員と協議すること｡

3.表記は原則とし､施工前に監督職員の承諾を受ける｡

(一般)

(和室)ﾃﾚﾋﾞ端子
直列ﾕﾆｯﾄ

機器の使用に支障が生じる場合は､監督職員と協議する｡

壁付発信機

～

中心

中心

1.天井高3,000mm以上の場合及び上記取付高さにおいて

11

2 照度測定

8

10

11

12

1

9

10

12

13

14

1

･ 在不在制御機能の動作及び動作時間設定のための調光人感センサー

タイムスケジュール制御における点滅及び調光制御の動作確認

･ 外光センサーによる点滅及び調光制御のための動作確認

注)上記試験項目は全数確認とする｡

図面に特記無き場合は､次表の｢機器標準取付高さ｣による｡

ケーブル配線の保護管は､標準仕様書の金属管配線及び合成樹脂管配線の項による｡

姿図の形状及び寸法は､概略を示す｡

長さ 1m 以上の入線しない電線管には､1.2mm 以上の呼び線を挿入する｡

フラッシュプレートは､図面に特記なき場合は次による｡

3

4

厚鋼電線管

保護管

最上階の

埋め込み配管

地中配線の

埋設深さ等

電力･電話の

引き込み

機器取付高さ

接地極

照明制御

15

他工事又は他工種

発生材の処理等

特定建設資材の9

8

7

･水槽類には燃料小出槽を含む｡

場合は上層3階､13階以上の場合は上層4階とする｡

･上層階とは2～6階建の場合は最上階､7～9階建の場合は上層2階､10～12階建の

･重要機器は次のものを示す｡

･ 配電盤

･ 交流無停電電源装置

･

･

･

･

･ 総合盤

･

･ 直流電源装置

･ 自動火災報知受信機

･ 放送架

･

自家発電装置

交換装置

中央監視制御装置

2)設計用鉛直地震力

建築工事

梁･床･壁貫通部

埋込分電盤･端子盤･プルボックス

軽量鉄骨下地天井･壁ボード類の切込

床デッキプレート

既製間仕切壁の位置ボックス及びその取付

補強

スリーブ･仮枠

補強

仮枠

補強有りの場合(補強共)

補強無しの場合

切込

電気設備工事

○

○

○

○

○

機械設備工事

○

○

○

配線ピット及び蓋

自立閉鎖装置を取付ける防火戸の切込･補強及びﾄﾞｱﾁｪｯｸ･ﾌﾛｱﾋﾝｼﾞ

照明器具･幹線等の吊ボルト用のインサート

別途機器などへの接続(直接接続するもの)

機器付属制御盤以降の配管配線(接地共)

機器付属制御盤への電源供給の渡配管配線(接地共)

天井吊型 FCU 及び全熱交換形換気扇と操作スイッチとの渡配管配線

煙感知器から連動制御盤を経て防煙ダンパに至る配管配線

小便器用水装置の制御盤以降の配管配線

防油提

機器付属制御盤への操作回路の渡配管配線

基礎等

大型設備機器の基礎

防水層に影響する基礎

上記以外の機器の基礎

架台､アンカーボルト

屋上設置の設備機器の基礎

天井点検口

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

自動扉及び電動シャッターなどの制御装置に至る配管配線

エレベータ制御盤までの動力･照明用電源､接地線､防災信号及び

拡声設備(館内放送用)の配管配線工事
○

○

○エレベータ制御盤からエレベータ監視盤又は警報盤までの配管配線工事

○エレベータ保守遠隔監視用(電話回線)配管工事

開

口

部

EV工事

エレベータ制御盤からエレベータ内監視カメラまでの配管配線工事

エレベータ制御盤から外部インターホンまでの配管配線工事 ○

○

○エレベータ緊急地震速報受信用配管工事

他工事又は他工種との取合い

(

(

(

(

金属類･ 電線､ｹｰﾌﾞﾙ類･ 盤類･

･ ｲｵﾝ化式感知器 ･

蛍光灯ﾗﾝﾌﾟ･ 白熱灯､HID灯･ ･

･ ･ ･

)

)

)

)

･ PCB使用機器

･ 蓄電池

環境への配慮

章 項     目 特      記      事      項
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②特定建設資材廃棄物の種類と再資源化等をする施設

共同接地

共同接地

A種

B種

C種

D種

高圧避雷器

交換装置用

通信用

通信用

測定用

構造体接地

等電位接地

EB(D=14,L=1500 又は W=40,L=1200)×3 連 - 2組

接 地 抵 抗 値 接地極の規格･数量

電話引込口
の保安器用

10Ω以下

Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

100Ω以下

100Ω以下

100Ω以下

Ω以下

EB(D=10,L=1000 又は W=30,L=900) ×1

Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

EB(D=14,L=1500 又は W=40,L=1200)×3 連 - 2組

EB(D=14,L=1500 又は W=40,L=1200)×3 連 - 2組

EB(D=14,L=1500 又は W=40,L=1200)×3 連 - 2組

EB(D=14,L=1500 又は W=40,L=1200)×3 連 - 2組

EB(D=14,L=1500 又は W=40,L=1200)×3 連 - 2組

EB(D=14,L=1500 又は W=40,L=1200)×3 連 - 2組

EB(D=14,L=1500 又は W=40,L=1200)×3 連 - 2組

10Ω以下

EB(D=10,L=1000 又は W=30,L=900) ×1

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

10Ω以下

EB(D=10,L=1000 又は W=30,L=900)×1

｢接地極一覧表｣

｢工事区分表｣

 また､分別解体･再資源化等の完了時に､再資源化等が完了した年月日､再資源化等を

した施設の名称及び所在地､再資源化等に要した費用を書面にて監督職員に報告する｡

(書式は｢建設副産物情報交換システム｣で作成したものとする)

2

別表-1

機    材    名
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改
 
 
修
 
 
一
 
 
般
 
 
事
 
 
項

5

100Ω以下 EB(D=10,L=1000 又は W=30,L=900) ×1

接 地 の 種 類 記  号

 なお､測定場所は､監督職員との協議とする｡

規約効率
電動機出力(kW)

規約効率(%) 200V

0.4 0.75

86.0 88.5

1.5

92.0

2.2

93.0

3.7

94.0

5.5

94.0

7.5

94.5

電動機出力(kW) 15

95.0

18.5

95.5

22 30 37 45

95.5 95.5 95.5 95.5規約効率(%) 200V

11

94.5

75

95.5

55

95.5

8

7

3

4

5

6

9

10

1

2

3

発電回路照明器具

発電回路コンセント

電動機等の接地

分電盤等

OA盤･端子盤

インバータ装置の

低圧配電盤

設備機器容量等

局 線

電界強度の測定

ケーブル

公共建築工事標準仕様書  (電気設備工事編)(平成31年版)(以下｢標準仕様書｣という｡)

公共建築改修工事標準仕様書(電気設備工事編)(平成31年版)(以下｢改修標準仕様書｣という｡)

公共建築設備工事標準図  (電気設備工事編)(平成31年版)(以下｢標準図｣という｡)

第100号)｣に基づく､｢環境物品等の調達の推進に関する基本方針(平成31年2月閣議決定)｣

漏電遮断器回路用 100Ω以下 EB(D=10,L=1000 又は W=30,L=900) ×1

受注者は､南海トラフ地震防災対策推進地域における工事にあっては､南海トラフ地震に関連する

情報(臨時)が気象庁から出された場合には､工事中断の措置をとるものとし､これに伴う必要な

補強･落下防止等の保全処置を講じなければならない｡上記事実が発生した場合は､契約書第26条

(臨機の措置)の規定による｡

1

① 合板､木質系フローリング､構造用パネル､集成材､単板積層材､MDF､パーティ

クルボード､その他の木質建材､ユリア樹脂板､壁紙､接着剤､保温材､緩衝材､

断熱材､塗料､仕上塗材は､アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が

極めて少ない材料で､設計図書に規定する｢ホルムアルデヒドの放散量｣の区分に応

じた材料を使用する｡

接着剤及び塗料は､トルエン､キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を

使用する｡

接着剤は､可塑性(フタル酸ジ-n-ブチル及びフタル酸ジ-2-エチルヘキシル等③

②

を含有しない難揮発性の可塑剤を除く)が添加されていない材料を使用する｡

④ ①の材料を使用して作られた家具､書架､実験台､その他の什器類は､ホルムアルデ

ヒド､アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか､発散が極めて少ない材料を使

用したものとする｡

3)設計図書に規定する｢ホルムアルデヒドの放散量｣の区分において､｢規制対象外｣

とは次の①又は②に該当する材料を指し､同区分｢第三種｣とは次の③又は④に該当する

材料を指す｡

① 建築基準法施行令第20条の7第1項に定める第一種､第二種及び第三種ホルムアル

デヒド発散建築材料以外の材料

建築基準法施行令第20条の7第4項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料②

③ 建築基準法施行令第20条の7第1項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

④ 建築基準法施行令第20条の7第3項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

材料･機材の品質等 1)本工事に使用する機材等は､設計図書に定める品質及び性能の他､通常有すべき品質

及び性能を有するものとする｡

2)別表-1に機材名が記載された製造業者等は次の①から⑥すべての事項を満たす証明

となる資料を提出して監督職員の承諾を受ける｡

① 品質及び性能に関する試験データを整備していること｡

② 生産施設及び品質の管理を適切に行っていること｡

③ 安定的な供給が可能であること｡

④ 法令等で定める許可､認可､認定又は免許を取得していること｡

⑤ 製造又は施工の実績があり､その信頼性があること｡

⑥ 販売､保守等の営業体制を整えていること｡

1)本工事において､｢国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律(平成12年法律

(以下グリーン購入法基本方針)に定める特定調達品目｢公共工事｣の品目を調達する場合

は､判断の基準等を満たすものとする｡

2)建築物内部に使用する材料等は､設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると

共に､次の①から④を満たすものとする｡

ただし､次の①から⑥すべての事項を評価されたことを示す外部機関が発行する書面を提

出し､監督職員の承諾を受けた場合は､証明となる資料等の提出を省略することができる｡

 工事が完成(指定部分に係わる完成を除く)したときは､本工事で作成する施工図等の

図面に特記無き場合は､次表の｢工事区分表｣による｡

  設計用水平地震力の1/2とし､水平地震力と同時に働くものとする｡

引渡しを要するもの以外は､構外搬出適切処理とする｡

引渡しを要するもの･

･ 特定管理産業廃棄物

･ 再生資源化を図るもの

･ 石綿含有品

 本工事は､特定建設資材を用いた建築物等に係る解体工事又はその施工に特定建設資材

を使用する新築工事等であって､その規模が｢建設工事に係る資材の再資源化等に関する

法律施行令｣(平成12年11月29日政令第495号)又は都道府県が条例で定める建設工事の

規模に関する基準以上の工事であるため､｢建設工事に係る資材の再資源化等に関する

法律｣(平成12年5月31日法律第104号)に基づき分別解体等及び特定建設資材の再資源化等

の実施について適正な措置を講ずることとする｡

 工事契約後に明らかになったやむを得ない事情により､予定した条件により難い場合は､

監督職員と協議するものとする｡

･ 新築 建築設備工事

･ 増築 ･ 有 手作業･

手作業､機械作業併用･無･修繕･

･ 模様替

･ コンクリート

･ コンクリート及び鉄から
成る建設資材

･ 木材

ｱｽﾌｧﾙﾄ､ｺﾝｸﾘｰﾄ･

届出に係る事項の説明時に上記と異なる施設(同種の再資源化等を行う施設に限る｡)を

受注者が提示した場合は､当該施設に搬出することができる｡ただし､当該施設への変更

については設計変更の対象としない｡

最上階の天井スラブへの埋め込み配管は､原則として避けるものとする｡

金属製(ステンレス､新金属も含む)･

分電盤､制御盤､端子盤等の2次側以降の配管配線経路､配線太さ､配線本数､管径等電線本数･管路等

は､監督職員の承諾を受けて変更してもさしつかえない｡

合成樹脂製可とう電線管 (PF管) 及び付属品は､タイプ - 25 のものを使用する｡6

なお､電力用位置ボックス類は原則として合成樹脂製とするが､コンクリート打ち込み

部分は金属製としても良い｡

ただし､金属製とする場合は当該ボックスには接地を施すものとする｡

薄鋼電線管は表示されているものと同一外形のねじなし電線管を使用しても良い｡

厚鋼電線管は､図面に特記なき場合は溶融亜鉛メッキ(Z30)仕上げとする｡

地中配線で､特記なき埋設深さは 0.6m 以上とし､標識シート(2倍長以上重合せ)

幅150mmを設ける｡

なお､掘削幅が0.6m以上の箇所は､標識シートを2列以上並列に設ける｡

ハンドホール等の鉄蓋は､鋳型流し込みで用途名を表示する｡

(

構内通信線路の用途名 (

･ 電力

･ 通信

･

･

)

)

( ･ ･ )共用する場合の用途名 電気

構内配電線路の用途名

ハンドホールの蓋

電力及び電話引き込み線の引留方法､位置については電力会社及び電気通信事業者と打

ち合わせのうえ監督職員と協議により施工する｡また､外線工事負担金等の調査報告を

監督職員に速やかに行う｡

図面に特記無き接地極は､次表の｢接地極一覧表｣による｡

照明制御の総合動作試験は次に示す事項について行い､監督職員に試験成績書を提出し､

承諾をうける｡

･ 目標照度設定のための各調光センサー(夜間及び日中)

･

発電回路に接続される照明器具は､回路種別が識別できる表示を行う｡(シールの貼付等)

発電回路に接続する新設のコンセントは､回路種別が識別できるものとする｡

なお､特記なき場合､自家発電装置に接続する回路は原則として赤色コンセントとする｡

金属管配線において､電動機容量 7.5kW 以下は金属管を接地線とする｡

本工事の分電盤･OA盤･実験盤で､分岐に用いる配線用遮断器の寸法と定格は､JIS C

8201-2-1:附属書JC(参考)｢電灯分電盤用協約形回路遮断器｣によるものとし､特記なき

場合､JIS協約形の1Pサイズ(100V2P1E､200V2P2E)とする｡

また､漏電遮断器の寸法と定格は､JIS C 8201-2-2:附属書JC(参考)｢電灯分電盤用協約

形回路遮断器｣によるものとし､特記なき場合､JIS協約形の1Pサイズ(100V2P2E)とする｡

OA盤の端子盤部及び端子盤には､換気口を設けるものとする｡

三相可変速運転用インバータ装置の規約効率は､次の数値以上とする｡

低圧配電盤に用いる配線用遮断器は埋込形とし､全て警報接点付きとする｡

本工事及び別契約の関連工事において設備機器容量等が相違する場合は､関連する設備

の施工及び機器製作前に監督職員と協議し､指示を受けること｡

局線の新増設移転の手続きは､本工事とする｡

最上階フロアのコンクリート打設前に､受信電波の電界強度測定を 3 か所以上行うこと｡

また､その報告書を監督職員まで提出すること｡

EM-UTPケーブルは､使用用途が判別できるようシース色等を変えること｡

)

は つ り

図示 )

図示 )

既存資料調査 )

本工事 別途

工事範囲

目視

)

既存配線ﾙｰﾄ

施工調査

仮設備工事

養生

非破壊検査

既設との取合い

事前調査 (

調査項目 (

調査範囲 (

調査方法 (

本工事施工に伴う既設設備の軽微な加工改造は､本工事とする｡

なお､範囲及び検査方法は監督職員と協議するものとし､費用は別途とする｡

非破壊検査による埋設物の調査( 

モンドカッターによる｡

既存コンクリート床､壁等の配管貫通部の穴開けは､図面に特記なき場合はダイヤ

はつり工事は､事前に走査式埋設物調査を行い､監督職員に報告を行うこと｡

養生範囲 (

既存部分の養生は､改修標準仕様書第1編第1章による｡

仮設備期間

仮電源 受変電設備 発電設備

図示による   ヶ月

･ ･ ) 養生方法 ( ･ ･

･ 要 ･ 不要 )

6

5

4

3

2

1

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･中間階とは地階､1階を除く各階で上層階に該当しないもの｡

EA･D

ELH

Et

EAt

EDt

EDt

E0

EA･C･D

EA

EB

EC

ED

EELCB

三重県志摩市磯部町恵利原 557-1

屋外便所

屋外便所

改設一式

改設一式

改設一式

改設一式

改設一式

改設一式

改設一式

改設一式

改設一式

改設一式

改設一式

改設一式

RC造 平屋 29.55 別表第一 (15) 項

特記仕様書

 一般照明の照度測定を(   ２箇所)測定する｡
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令和４年度　磯部ふれあい公園 体育館大規模改修工事（電気設備工事）

改設一式 改設一式 改設一式

ｸﾞﾗﾝﾄﾞ照明 ﾃﾆｽｺｰﾄ照明 屋外灯照明

03令和４年度　磯部ふれあい公園体育館等大規模改修工事（電気設備工事）　



既設1φ3W 調光CVT200(FEP100)を3φ3WEM-CET100に入線替え
既設1φ3W LM-1 CVT60(FEP65)を1φ3WEM-CET60に入線替え
既設3φ3W LM-1 CV22-3CE22(FEP50)をEM-IE22×1に入線替え

1φ3W L-1 CVT60(FEP80)をEM-CET60に入線替え

配　置　図     1/1000

N

【工事建物】

テニスコート

3φ3W6.6KV引込

ｺﾝｸﾘｰﾄ柱既設再使用

以降平面図参照

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

6KV CV38-3C(FEP80)を6KV EM-CET38に入線替え
SOG CV3.5-2C(FEP30)のｹｰﾌﾞﾙのみ撤去

既設SOG7.2KV200Aを
SOG7.2KV200A ｽﾃﾝﾚｽ製LA,VT内蔵 方向性に更新
VCT,WH

ELA

EM-IE14×1(HI16)

既設(FEP30)×3再使用

HH

HH

HH

HH

HH

HH

L-A

総合盤

(A)

既設C(FEP50)にEM-CE22-2Cを入線
既設屋外便所CV8-2C(FEP共用)を撤去

ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙにて既設配線を引戻しﾚﾝｼﾞ注入型接続材を使用し新設配線と接続

1φ2W 屋外便所 CV8-2C(FEP30)を
               EM-CE22-2Cに入線替え

1φ2W 屋外便所 CV8-2C(FEP30)を
               EM-CE22-2Cに入線替え

(A)

ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙにて既設配線と接続

既設再使用

接続材はﾚﾝｼﾞ注入型とする

既設(HI70)にEM-CET60E22を入線 L-1

既設(HI28)にCV8-2Cを入線×2 屋外灯

既設(HI28)予備

既設(HI28)にCVV2-2Cを入線 浄化槽警報

既設(HI28)にCVV2-2Cを入線 ｷｭｰﾋﾞｸﾙ警報

既設(HI28)にCVV2-7Cを入線 発電機・消火栓警報

既設(HI28)にCVV2-10Cを入線 送風機

既設(HI70)にCVV2-30Cを入線 ｸﾞﾗﾝﾄﾞ照明

既設(HI54)にEM-CE22-2Cを入線 屋外便所

C(HI28)×3 電話等

既設HP1.2-5P(HI28)放送

HH ：既設ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙを示す

1

11

11

ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙにて既設配線と接続

ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙにて既設配線と接続

ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙにて既設配線と接続

ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙにて既設配線と接続

ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙにて既設配線と接続

Ｓ

1φ2W 屋外便所 EM-CE22-2C(FEP30)を新設する

1φ2W 屋外便所 CV8-2C(HI28)のｹｰﾌﾞﾙのみ撤去

【特記事項】

一 級 建 築 士　  No. 117422　     　西 沢 雅 彦

西 沢 建 築 設 計 事 務 所
配置図 改修後 A2：1/1000  A3：1/1400 Ｅ

敷地面積

建築面積

１階床面積

２階床面積

地名地番

延床面積

386.89

屋外便所棟

29.55

29.55

29.55

2,185.53

体育館

三重県志摩市磯部町恵利原 ５５７－１

面　積　表 （㎡）

50,000.00

386.89

合計

16.65

16.65

16.65

2,231.70

2,042.52 2,088.72

車庫棟（改修工事範囲外）

2,475.612,429.41

伊勢市

鵜方

鳥羽市

磯部駅

付近見取図

工事場所

N

体育館

車庫棟

04令和４年度　磯部ふれあい公園体育館等大規模改修工事（電気設備工事）　

工事業者エリア

工事用車両駐車場

グランド

（資機材置場）
工事エリア



【特記事項】

一 級 建 築 士　  No. 117422　     　西 沢 雅 彦

西 沢 建 築 設 計 事 務 所
受変電設備 改修前 A2：N・S  A3：N・S Ｅ
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既設ｷｭｰﾋﾞｸﾙ単線結線図 屋外型 6面体　

変圧器、ｺﾝﾃﾞﾝｻｰのPCB含有調査済み、PCBの含有は無し

既設キュービクル撤去を行う
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.0
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【特記事項】

一 級 建 築 士　  No. 117422　     　西 沢 雅 彦

西 沢 建 築 設 計 事 務 所
受変電設備 改修後 A2：N・S  A3：N・S Ｅ
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12
.0

LM
-1

EM
-C

E6
0-

3C

EM
-C

E6
0-

3C

10
0

10
0

予
備

LG
R電

源
20

50
2

20
.0

所
内
電
源

20
50

23
15
0

22
5

トップランナー

X4

TH

6.6KV/210V

3φTR 75KVA

50
10

0
3

容
量

配
線
サ
イ
ズ

P
AF

（
KＷ

）
AT

3
22

5
17
5

MC
CB

75
10

0
3

F

EM
-C

ET
10

0

FP
14

-3
C

38
.1

2

CV
14

-3
C

5.
5

10
0

10
0

3

負
荷
名
称

消
火
ﾎﾟ

ﾝﾌ
ﾟ

LM
-1

浄
化
槽

予
備

Ｒ

耐火区画

トップランナー

6.6KV/210V

3φTR 100KVA

50
10

0
33

22
5

15
0

CV
10

0-
3C

18
.0

10
.0

CV
38

-3
C

3

ﾃﾆ
ｽｺ

ｰﾄ

3 3 3 3

ｸﾞ
ﾗﾝ
ﾄﾞ

照
明

ｸﾞ
ﾗﾝ
ﾄﾞ

照
明

ｸﾞ
ﾗﾝ
ﾄﾞ

照
明

ｸﾞ
ﾗﾝ
ﾄﾞ

照
明

ｸﾞ
ﾗﾝ
ﾄﾞ

照
明

ｸﾞ
ﾗﾝ
ﾄﾞ

照
明

CV
38

-3
C

CV
38

-3
C

CV
38

-3
C

CV
38

-3
C

CV
60

-3
C

3
予
備

3
予
備

トップランナー

X5

TH

X6

TH

10
0

50

10
0

50

10
0

50

10
0

50

10
0

50

10
0

10
0

10
0

10
0

SR6%

LBS7.2KV100A

Ｉ

▼
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SOG7.2KV200A VT・LA内蔵形
本体ステンレス製に更新する

ELA

3φ3W6.6KV60HZ

項目
ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

表示ﾗﾝﾌﾟ ﾌﾞｻﾞｰ(ﾀｲﾏｰ付)

外部出力
(一括)

過電流継電器

電灯変圧器用

動力変圧器用
熱動継電器

配線用遮断器ﾄﾘｯﾌﾟ(一括)

※注記

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

国土交通省仕様に基づく。

消防認定品とする。

変圧器はﾄｯﾌﾟﾗﾝﾅｰ、油入とする。

箱体は屋外型とし耐塩塗装とする。

ﾍﾞｰｽは溶融亜鉛ﾒｯｷ仕上げとする。

各盤内LED照明付とし、扉の開閉により点滅とする。

変圧器盤にはｻｰﾓによる自動運転の換気扇付とする。

変圧器は防振ｺﾞﾑを取り付けること。

既設配線再使用のため既設配線接続位置を考慮する。

電力会社、所轄消防署への申請手続きを行うこと。

既設配線ｻｲｽﾞは現況を調査確認のこととする。

AC100Vｺﾝｾﾝﾄ2個口を取り付けること。

11

12

地絡継電器

直列ﾘｱｸﾄﾙ

正面図

寸法は参考とする
コンクリート基礎は既設再使用とする

変電設備

▽GL

800 800 800 800 800

4000

側面図

1800

10
.0

10
.0

10
.0

10
.0

10
.0
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【特記事項】

一 級 建 築 士　  No. 117422　     　西 沢 雅 彦

西 沢 建 築 設 計 事 務 所
分電盤結線図(1)改修後 A2：N・S  A3：N・S Ｅ

LM-1

Ｃ　直入起動Ｂ　直入起動Ａ１　電流計あり

（自）

（遠）手　連

号

信

部

外

GL
RL

OFF

ON

GL
RL

AAA

ｄ　　自　動　運　転

ｃ　　遠　方　操　作

ｂ　　連　動　運　動ａ　　手　元　開　閉　器

Ａ２　電流計なし
減水満水減水満水

動 力 制 御 盤 リ ス ト基 本 結 線 図

表    示

故障運転作

操

中央監視盤

表   示

現地制御盤

故障運転作

操
（インターロック・連動）
　　　　備　　考

回路

操作

回路

　主

基本結線図記号

ATAFP種類

分岐開閉器容量

制御盤二次側配線容量
(KW)

設置階機器名称番号

機器

負            荷

結　　線
幹線番号

盤名称

路

回

主

路

回

作

操

FS-1 給気ﾌｧﾝ 1F 1.5 平面図参照 ELCB 3 50 30 B c

1F 0.4 ELCB 3 50 20 A2

P-1 1F 5.41 ELCB 3 50 50

P-2 1F 14.22 ELCB 3 100 100

S-1(AC-3) 1F 5.53 ELCB 3 50 30

1F 5.53 ELCB 3

1F 5.53 ELCB 3

ACP-4 1F 3.2 ELCB 3

ACP-5 1F 2.21 ELCB 3

ACP-1 2F 6.98 ELCB 3

ACP-2 3.62 ELCB 3

ACP-2 3.62 ELCB 3

ACP-3 1F 5.53 MCCB 3 50 30 A2

遠方操作及び

24時間ﾀｲﾏｰ組込みﾀｲﾏｰ制御可能とする

防球ﾈｯﾄ

S-1(AC-3)

S-1(AC-3)

A2

A2

A2

A2

A2

平面図参照

平面図参照

平面図参照

平面図参照

平面図参照

平面図参照

電灯盤と
一体とする

50 30

50 30

P-1

屋外型
ｽﾃﾝﾚｽ製

A22050

50 20 A2

3φ3W
210V

◎

P-2

屋外型
ｽﾃﾝﾚｽ製

2F

2F

A2

A2

A2

50 30

2050

2050

平面図参照

平面図参照

平面図参照

平面図参照

平面図参照

◎

3φ3W
210V

3φ3W
210V

S-1

屋外型
ｽﾃﾝﾚｽ製

3φ3W
210V

◎

5.41KW

14.22KW

5.53KW

38.12KW MCCB3P
225/175

凡　例

記　号 名　称

AS

L

R

電灯分電盤

動力分電盤

警報盤

手元開閉器

LED灯 ﾍﾞｰｽﾗｲﾄ

LED灯 高天井器具

LED灯 ﾌﾞﾗｹｯﾄ

LED灯 ﾀﾞｳﾝﾗｲﾄ

LED灯 屋外灯

換気扇　機械設備工事

自動点滅器 3A プラグイン式

埋込スイッチ　片切　3路　

パイロットスイッチ　片切

リモコンセレクタースイッチ　多重伝送式

埋込ｺﾝｾﾝﾄ 2P15A 1ｹﾛ 2ｹﾛ

端子盤

放送ｱﾝﾌﾟ

直列ﾕﾆｯﾄ 中間 端末

廊下灯

ﾄｲﾚ呼出押しﾎﾞﾀﾝ

復旧ﾎﾞﾀﾝ

ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ

3

ﾄｲﾚ呼出表示装置

2ETET 埋込ｺﾝｾﾝﾄ 2P15A 1ｹﾛ 2ｹﾛ 接地端子付

ネームカード付

ネームカード付

Ｓ

誘導灯 LED灯

2

EWP 埋込ｺﾝｾﾝﾄ 防水型 2P15A 1ｹﾛ 接地端子付

2 ﾌﾛｱｰｺﾝｾﾝﾄ 2P15A 2ｹﾛ

電話受口 ﾉｽﾞﾙﾌﾟﾚｰﾄ

電話受口 ﾌﾛｱ- ﾛｰﾃﾝｼｮﾝ 

情報用受口 Cat6ﾓｼﾞｭﾗｼﾞｬｯｸ

ﾜｲﾔﾚｽｱﾝﾃﾅ

ｱｯﾃﾈｰﾀｰ

ﾄﾗﾝﾍﾟｯﾄｽﾋﾟｰｶｰ

壁掛型ｽﾋﾟｰｶｰ ATT付

天井埋込ｽﾋﾟｰｶｰ ATT付

天井埋込ｽﾋﾟｰｶｰ

ｔ ｔ ｲﾝﾀｰﾎﾝ 親機 子機

ＮＣ

Ｎ

CB

ｼﾞｬﾝｸｼｮﾝﾎﾞｯｸｽ

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ

接地工事

1種金属線ぴ ｺﾅｰﾎﾞｯｸｽ

貫通補修を示す

埋込ｺﾝｾﾝﾄ T型 20A兼用A 接地端子付

07令和４年度　磯部ふれあい公園体育館等大規模改修工事（電気設備工事）　

引掛埋込ｺﾝｾﾝﾄ 接地2P20A 



【特記事項】

一 級 建 築 士　  No. 117422　     　西 沢 雅 彦

西 沢 建 築 設 計 事 務 所
分電盤結線図(2)改修後 A2：N・S  A3：N・S Ｅ 08令和４年度　磯部ふれあい公園体育館等大規模改修工事（電気設備工事）　

備　　　考負　荷　名　称
負荷容量

(VA)ATAFP種　類

分　岐　開　閉　器

(V)

電　圧回　路

番　号
盤　結　線　図

電　灯　分　電　盤　リ　ス　ト

盤　名　称

L-1

105/210V
1φ3W

誘導灯84.3 20 502MCCB100

200 20 502100

200 20 502100

160 20 502100

200 20 502100

200 20 502100

管理室等 20 502100

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞﾙｰﾑ 20 502100

廊下 20 502100

ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ室 20 502100

MCCB3P225/150

備　　　考負　荷　名　称
負荷容量

(VA)ATAFP種　類

分　岐　開　閉　器

(V)

電　圧回　路

番　号
盤　結　線　図

電　灯　分　電　盤　リ　ス　ト

盤　名　称

LM-1

協約型1Pモジュールサイズ、2P型とする 協約型1Pモジュールサイズ、2P型とする

23595,7VA

自動火災報知設備

非常放送設備

誘導灯信号装置

総合盤内 電話・情報等

ﾘﾓｺﾝﾄﾗﾝｽ100 20 502100

1376.1 20 502200

625.5 20 502

1501.2 20 502

 20 502

 20 502

 20 502

 20 502100

 502

ELCB

ELCB

ELCB

ELCB

ELCB

ELCB

ｱﾘｰﾅ

100

 20 502100

 20 502100

動力盤と一体
とする

MCCB3P100/100
18404.4VA

倉庫3等

多目的ｽﾍﾟｰｽ

倉庫2等

1500.8

1125.6

1500.8

284.3

382.8

207.3

100

 20

誘導

火報

非放

誘信

総合

総合 総合盤内ﾃﾚﾋﾞ、ｲﾝﾀｰﾎﾝ等

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

12

544.6

700

333.5

607

ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ室 20 502100 796

玄関ﾎｰﾙ 20 502100 467.5

玄関ﾎｰﾙ 20 502100 63.8

 20 502100 388.5

 20 502100 388.5

ｱﾘｰﾅ換気扇 20 502100 512

ELCB

ELCB

ELCB

R-RY×2 RA,B

伝送ﾕﾆｯﾄ×1

ﾘﾚｰ制御用T/U×3

ﾘﾓｺﾝﾘﾚｰ1P×10

R-RY×2 RC,D

R-RY×2 RE,F

R-RY×2 RG,H

MCCB

MCCB

MCCB

MCCB

MCCB

MCCB

MCCB

MCCB

MCCB

MCCB

MCCB

MCCB

玄関ﾎｰﾙ

玄関ﾎｰﾙ

1 200 ELCB 2  50  20 1200 屋外灯

11 100 2  50  30MCCB

MCCB

屋外便所2000

Mg+COS+24Hﾀｲﾏｰ

停電補償付

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

100 管理室400 20 502MCCB

100 1000 20 502MCCB

100 200 20 502MCCB

100 端子盤400 20 502MCCB

100 廊下300 20 502MCCB

100 ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ室800 20 502MCCB

100 ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ室1000 20 502MCCB

100 2階700 20 502MCCB

100 2階500 20 502MCCB

湯沸1000 20 502ELCB100

湯沸 IH1500 20 502ELCB100

湯沸 温水器1200 20 502ELCB100

管理室800 20 502ELCB100

自動販売機1000 20 502ELCB100

自動販売機1500 20 502ELCB100

自動ﾄﾞｱ500 20 502ELCB100

ﾛﾋﾞｰ700 20 502ELCB100

洗面器50 20 502ELCB100

管理室

管理室

ｺﾝｾﾝﾄ

ｺﾝｾﾝﾄ

ｺﾝｾﾝﾄ

ｺﾝｾﾝﾄ

ｺﾝｾﾝﾄ

ｺﾝｾﾝﾄ

ｺﾝｾﾝﾄ

ｺﾝｾﾝﾄ

ｺﾝｾﾝﾄ

ｺﾝｾﾝﾄ

ｺﾝｾﾝﾄ

ｺﾝｾﾝﾄ

ｺﾝｾﾝﾄ

ｺﾝｾﾝﾄ

ｺﾝｾﾝﾄ

ｺﾝｾﾝﾄ

ｺﾝｾﾝﾄ

照明

照明

照明

照明

照明

照明

照明

照明

照明

照明

予備

100 2  50  20

予備 100 2  50  20

予備

100 ELCB

2  50  20

予備

100 ELCB

2  50  20

内器のみ
520×1860程度

R-RY×1 RI

R-RY×1 RJ

 75 1003MCCB105/210 7512.6 L-2

1

2

3

4

5

6

200

200

200

200

200

照明

照明ｱﾘｰﾅ

照明ｱﾘｰﾅ

照明ｱﾘｰﾅ

照明ｱﾘｰﾅ

照明ｱﾘｰﾅ

R-RY×2 R1,2

R-RY×1 R3

R-RY×2 R4,5

R-RY×2 R6,7

R-RY×1 R8

R-RY×2 R9.10

1

2

3

4

ﾘﾓｺﾝﾘﾚｰ1P×11

ﾘﾚｰ制御用T/U×4

伝送ﾕﾆｯﾄ×1

ﾘﾓｺﾝﾄﾗﾝｽ

T/U付ﾘﾚｰﾕﾆｯﾄ×4(ｸﾞﾗﾌｨｯｸﾊﾟﾈﾙ用)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

予備

予備

予備

ｱﾘｰﾅ400 20 502100 ｺﾝｾﾝﾄ

電動ｶｰﾃﾝ900 20 502ELCB100 ｺﾝｾﾝﾄ

1100 20 502ELCB100 ｺﾝｾﾝﾄ

600 20 502ELCB100 ｺﾝｾﾝﾄ

MCCB

400 20 502100 ｺﾝｾﾝﾄMCCB

倉庫3200 20 502100 ｺﾝｾﾝﾄMCCB

機械室等500 20 502100 ｺﾝｾﾝﾄMCCB

多目的ｽﾍﾟｰｽ500 20 502100 ｺﾝｾﾝﾄMCCB

倉庫2等700 20 502100 ｺﾝｾﾝﾄMCCB

MCCB

MCCB

MCCB

 20 502100

 20 502100

 20 502ELCB100

電動ｶｰﾃﾝ

電動ｶｰﾃﾝ

R-RY×1 R11

105/210V
1φ3W

25917VA

L-2

自立型
上部下部
配線ﾀﾞｸﾄ付

105/210V
1φ3W

MCCB3P100/75
7512.6VA

1

2

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

予備 100 2  50  20

予備 100 2  50  20

予備 100 ELCB 2  50  20

予備 100 ELCB 2  50  20

MCCB

MCCB

MCCB

MCCB

MCCB

便所等994.7 20 502ELCB100 照明

ﾛｯｶｰ室1等587.9 20 502ELCB100 照明

男子便所960 20 502ELCB100 ｺﾝｾﾝﾄ

男子便所50 20 502ELCB100 ｺﾝｾﾝﾄ

50 20 502ELCB100 ｺﾝｾﾝﾄ

50 20 502ELCB100 ｺﾝｾﾝﾄ

身障者便所、ｵｽﾄﾒｲﾄ650 20 502ELCB100 ｺﾝｾﾝﾄ

身障者便所1350 20 502ELCB100 ｺﾝｾﾝﾄ

女子便所960 20 502ELCB100 ｺﾝｾﾝﾄ

960 20 502ELCB100 ｺﾝｾﾝﾄ

50 20 502ELCB100 ｺﾝｾﾝﾄ

50 20 502ELCB100 ｺﾝｾﾝﾄ

11

12

13

50 20 502ELCB100 ｺﾝｾﾝﾄ

ﾛｯｶｰ室2等400 20 502ELCB100 ｺﾝｾﾝﾄ

350 20 502ELCB100 ｺﾝｾﾝﾄ

男子便所

男子便所

女子便所

女子便所

女子便所

女子便所

ﾛｯｶｰ室1等

ELCB

ｱﾘｰﾅ

備　　　考負　荷　名　称
負荷容量

(VA)ATAFP種　類

分　岐　開　閉　器

(V)

電　圧回　路

番　号
盤　結　線　図

電　灯　分　電　盤　リ　ス　ト

盤　名　称

L-A

協約型1Pモジュールサイズ、2P型とする

159 20 502

1350 20 502

ELCB

ELCB

屋外型ｽﾃﾝﾚｽ製

照明

ｺﾝｾﾝﾄ

1φ2W 105V 100

100

MCCB100

2  50  20

19 ﾐｰﾃｨﾝｸﾞﾙｰﾑ ｺﾝｾﾝﾄ900

 20 502ELCB100予備

MCCB

1

2

3

200 ELCB 2  50  20 1500 ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ室 ｺﾝｾﾝﾄ

200 ELCB 2  50  20 1500 ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ室 ｺﾝｾﾝﾄ

200 ELCB 2  50  20 1500 ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ室 ｺﾝｾﾝﾄ

200 ELCB 2  50  20予備

11,200

8,
00

0

既設総合盤参考寸法:2800×2000×450

1

2
3

4

4 4

4

5

6 7

8
13

9

10

11

12

14

15

16

17

18

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

既設総合盤の移設を行う

記号 改修前機器

壁掛防災ｱﾝﾌﾟ120W

ﾀﾞﾌﾞﾙｶｾｯﾄﾃﾞｯｷ

CDﾌﾟﾚｰﾔｰ

ﾌﾞﾗﾝｸﾌﾟﾚｰﾄ

複合型受信機 P型1級15窓+5窓

火報電話機

携帯用電話機

内部に誘導灯信号装置

ｱﾘｰﾅ部照明ｸﾞﾗﾌｨｯｸﾊﾟﾈﾙ(LED)

警報盤 8窓

ｱﾘｰﾅ換気扇ｽｲｯﾁ+自動ﾄﾞｱｽｲｯﾁ+送風機表示ﾗﾝﾌﾟ

照明ﾘﾓｺﾝｽｲｯﾁ 23L

誘導灯信号装置

内部電灯盤

ｸﾞﾗﾝﾄﾞ照明操作ｽｲｯﾁ

内部端子盤 ﾃﾚﾋﾞ機器収納

端子盤 電話主装置

改修後機器

壁掛防災ｱﾝﾌﾟ120W

ﾀﾞﾌﾞﾙｶｾｯﾄﾃﾞｯｷ

CDﾌﾟﾚｰﾔｰ

ﾌﾞﾗﾝｸﾌﾟﾚｰﾄ

複合型受信機 P型1級15窓+5窓

内部に誘導灯信号装置

ｱﾘｰﾅ部照明ｸﾞﾗﾌｨｯｸﾊﾟﾈﾙ(LED)

警報盤 8窓

ﾘﾓｺﾝｽｲｯﾁ ｱﾘｰﾅ換気扇1L+自動ﾄﾞｱ1L+送風機表示ﾗﾝﾌﾟ再使用

照明ﾘﾓｺﾝｽｲｯﾁ 21L

化粧ﾊﾟﾈﾙ取付 400×500程度

内部電灯盤

ｸﾞﾗﾝﾄﾞ照明操作ｽｲｯﾁ

内部端子盤 ﾃﾚﾋﾞ機器収納

端子盤 電話主装置

更新

既設再使用

更新

更新

更新

撤去

撤去

更新

既設再使用

既設再使用

更新

更新

新設

更新

既設再使用

ﾄｲﾚ呼出表示装置 新設

既設再使用

既設再使用

改修内容

既設総合盤

≒2000VA
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（屋内） （屋内）

横軸回転界磁形同期発電機

半導体式全自動充電

５Ｙ７／１　半ツヤ

キュ－ビクル

塗装色

充電方式

耐　熱

クラス

保護方式

励磁方法

力　率

極　数

相　数

回転速度

発電機

励磁機

電機子：Ｆ　界磁：Ｈ

８０％

ブラシレス

３相３線

２極

発電機

周波数

電　圧

電　流

形　式

容　量

要目表

セルモータによる電気始動

乾燥質量 ６５０ｋｇ

始動方式

バッテリ－

使　用
燃　料

冷却水量

種　類

容　量

３．７Ｌ

２８ Ｌ

燃料消費量

搭載タンク容量

種　類

立形水冷４サイクルディ－ゼル機関エンジン

冷却方式

総排気量

回転速度

定格出力

形　式

燃焼方式

ラジエータ冷却

直接噴射式

１．４９６ Ｌ

保護警報装置

電機子：Ｆ　界磁：Ｆ

装備質量 ６８４ｋｇ

潤滑油量（全量／有効量） ７．２／４．７　Ｌ

冷却方式 自由通流形（ＩＣ０１）

始動時間

騒音値※

項　　　　　目 デバイス 警報表示灯

（一括）

外　部　信　号警　　報
自動停止
機　　関

主回路遮断

溶融亜鉛メッキベース 認　定仕　様

開放保護形（ＩＰ２０）

緊　急　停　止

過　　電　　流

始　動　渋　滞

5E

48T

51

潤滑油油圧低下

冷却水温度上昇

過　　回　　転

63Ｑ

26W

12

機種名称 機種名称

ＲＥＨ

ＤＣ１２Ｖ－２４ＡＨ

（-社）日本内燃力発電設備協会

ディ－ゼル軽油

ラジエータファン排風量

２５ ｋＶＡ

２２０ Ｖ

６５．６Ａ

６０ Ｈｚ

３６００ｍｉｎ
-1

８５ｄＢ（Ａ）以下

３６００ ｍｉｎ
-1

２９．４ｋＷ

７．８　Ｌ／ｈ

５３　ｍ　／ｍｉｎ

４０秒

２０．０ｋＷ

電線立上がり位置図

操作面側

ENG側GEN側

電線立上リ位置

共通台床

4-M16用穴
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0.000
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1.000
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備  考:GはG'の値の95%以上の値とする.

G' = RG × K =発電機計算出力 G' G =発電機定格出力 G= (kVA)×
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ηL
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自 家 発 電 設 備 出 力 計 算 シ ー ト ( 発 電 機 )

=

=

(

cosθs

0.2501.000
1.000

自家発電設備の出力 G = 力率 =(kVA)
E =

(PS)

(kW)

=

(kW)E* =MR' =

MR  =

原動機定格
出力 E

整 合 MR' =
E'

G × cosθg
× ηg =

0.800×
×

=× (kW)
原動機計算
出力 E' E' = RE × K =

> == RE<RE RE1,RE2,RE3 のうち最大値

1.000
1- + })({ ×××××=
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Z'm
ksd
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1111
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RE1

自 家 発 電 設 備 出 力 計 算 シ ー ト ( 原 動 機､ 整 合 )

RG

(kVA)

E= (kW)

RE

RE3

RE2

RE1

0.140

0.140

0.140

0.140

1.000

0.00

0.00

1.000

0.000

0.000.00

0.00

<<消防庁予防課監修>>

自家発電設備出力計算書

負荷機器(4)

特性原動機(3)

様式-1 <最大最終>

対象負荷機器

様式-2 のとおり

特性(2) 発電機

(1)

特性等

自家発電設備出力計算シート(負荷表)

単相負荷(kW)

mi(kW)
出 力

kW
入 出 力
換算

11

数
台

号
記

負 荷 機 器 名 称
ル

プ

-

グ

号

番

<C>:={ks/Z'm×cosθs-(ε-a)×d/ηb}×mi

(ただしエレベーター負荷のときは､各式にUv/nを掛けた値とする｡)

<D>:=(ks/Z'm×cosθs-d/ηb)×mi<B>:={ks/Z'm-d/(ηb×cosθb)}×mi<A>:=ks/Z'm×mi

負荷出力合計値 K =算  出 1.000

-1

ディーゼルエンジン(普通形)

印

者

成

作

資 格

氏 名

会社名

整合比

原動機の種別
原動機出力(4)

(5)

極   数定格出力

発電機出力

種  類

自家発電設備

(3)

(2)

(1)

kVA

消
防

備
設

定格出力

単

制

方
御

式

始

方
動

式

 0.00

S-TR-S

 0.00

T-R 選定

M'3の

<D>

選定
M'2の

<C>

M3の
選定
<B>

選定
M2の

<A>

需
要
率
di

なる
が最大と
<D>の値

なる
が最大と
<C>の値

なる
が最大と
<B>の値

なる
が最大と
<A>の値

mi=M'3=mi=M'2=mi=M3=mi=M2=

選

定

――

最大値 : A=

最小値 : C=
次の値 : B=

 出力
 相当
分負荷

Mp(kW)

RG3

RG2

RG4

RG1
定常負荷出力係数

許容電圧降下出力係数

短時間過電流耐力出力係数

許容逆相電流出力係数

定常負荷出力係数

許容回転速度変動出力係数

許容最大出力係数

**:1.000未満の場合は､消防設備用出力算定には使用できません｡

 0.00

 0.00
 0.00
 0.00

 0.00 0.00 0.00

  0.00 0.00 0.00

1.000 1.000

1.000 1.000

ディーゼル機関(普通形)

 0.00  0.00
1.000

F-L

0.150

備  考:EはE'又はE*の値以上の値とする.

25kVA/29.4kW

0.8000.850
0.880

0.760

0.760
0.850

0.850

2

2

0.800

MLO消火栓ポンプ

屋内用キュービクル式普通形

件名:磯部ふれあい公園体育館

1.020

1.500

4.191

4.191

4.191 23.05 23.1

4.191

4.191

23.1
1.020

1.020

1.020

23.1

結線図

セルモータ

バッテリー

制御回路

Ex

90

GS

★

★

CT

23WH

BC

12
14

F

★

デジタル表示

84G

★ ★ ★★ ★

(機械的インターロック)
83G･83R

27R

負荷電源
3\U+03C63W  200/220V

商用電源
3\U+03C63W  200/220V

デジタル表示

ENG

★
-1 H V A

51

XF XD MCCB-C2

V

DVS

MCCB-C1

23W MCCB-H

MCCB-G1

53

発電設備外形図

45
°

排風

吸気

排気出口

654
654

50A

入線口

監視窓

裏面扉据置式

4-φ20穴
燃料タンクドレン

6-M8

4-φ15穴

765

900

855(アンカー)

760(パッケージ)

2300

390 1420

12
02

10
0

390 100

45 1310 45

1400

158

10
30

PCD105

φ130

316 

62
8 

33
0

33
0

350

190

2021年  2月  日
計算書 No.

KG3 =1.500

**D =1.000
**d =1.000

ε =1.000
γ =1.000

a =0.250

ηg =0.807

△E =0.250
xd'g=0.125

KG4 =0.150

23.1kVA 2     極

定格周波数      60  Hz

定格回転速度3,600min

定格電圧         220V

定格力率      0.800

定格出力        23.4kW{     31.8PS}

使用燃料         軽  油               定格回転速度3,600min

様式-2  <最大最終>    件名:磯部ふれあい公園体育館

様式-3  <最大最終>    件名:磯部ふれあい公園体育館

様式-4  <最大最終>    件名:磯部ふれあい公園体育館

-1

R
S
T

X
Y
Z

【特記事項】

一 級 建 築 士　  No. 117422　     　西 沢 雅 彦

西 沢 建 築 設 計 事 務 所
発電機設備 改修後 A2：N・S  A3：N・S Ｅ

ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎は既設再使用

追加ﾍﾞｰｽ(H=100)溶融亜鉛ﾒｯｷ

09令和４年度　磯部ふれあい公園体育館等大規模改修工事（電気設備工事）　



【特記事項】

一 級 建 築 士　  No. 117422　     　西 沢 雅 彦

西 沢 建 築 設 計 事 務 所
照明器具姿図 改修後 A2：N・S  A3：N・S Ｅ

A48
LRS6-4-48

A65

LED 4900lm　消費電力32.5W  5000K

LED 6600lm  消費電力43.0W  5000K

LRS6-4-65
E37C9 D64 F65

G36 J200

LEKD35751N2-LD9

I113 LED 11300lm 消費電力63.8W LED 20000lm  消費電力125.1W

B22

型番は参考とする

B17

B9
LED 920lm 消費電力8.1W

LEKD103013N-LS9

LED 1700lm  消費電力13.7W

LEKD203013N-LS9

LED 2280lm  消費電力17.5W

LEKD253013N-LS9

H76

LED 950lm 消費電力10.6W

LEKD153913N-LS9

LED 3600lm 消費電力28.5W

A30
LRS6-4-30

LED 3100lm　消費電力19.5W  5000K

LED 6400lm 消費電力42.5W

LEKT807643N-LS9

LED 4000lm 消費電力24.8W  5000K

LSS1-4-37

LED 6900lm  消費電力43.0W  5000K

LSS9-4-65

LED 3200lm 消費電力19.5W  5000K

LSS9-4-30
F30

LEDD-75011FN-LD9 LEDJ-10506N-LD9 LEDG88690

LED 7650lm 消費電力55.5W

LEDJ21003DN-LD9+LEDX-10071G LEDJ34003DN-LD9+LEDX-20071G

K307 LED 30700lm 消費電力187.6W L4 LED 450lm 消費電力7.8W

M5 LED 500lm 消費電力6.2W

LEDB-67301(K)

N4 LED 420lm 消費電力6.5W

LEDB87930YL(K)-LS

イBF
LED B級･BL形 点滅型避難口誘導灯片面型

SH1-FBF20F-BL 消費電力4.0W 型式認定番号:1AM111‐3534

LED B級･BL形 点滅型避難口誘導灯片面型 消費電力4.0W 

SH1-FBF20F-B+L形壁取付金具,型式認定番号:1AM111‐3534
ロBFA

SH1-FBF20-BL+ガード　 型式認定番号:1AM111-3209

LED B級･BL形 避難口誘導灯片面型　 消費電力2.7W
ハBG

LED B級･BL形 通路誘導灯両面型　消費電力3.6W

ST1-FSF23-BL  型式認定番号:1AM221-3210

ニBP

ニB

LED B級･BL形 通路誘導灯両面型　消費電力3.6W

ST1-FSF23-BL+天井吊り金具  型式認定番号:1AM221-3210

LED C級 通路誘導灯片面埋込型　 消費電力2.0W

ST1-FBC22-C+ﾘﾆｭｰｱﾙﾌﾟﾚｰﾄ 型式認定番号:1AS111-3303
ホC ヘ トLED客席誘導灯壁直付形

FBK-60000-LS17

LED非常灯専用型リモコン自己点検機能付

K1-LRS11-1 消費電力0.9W

器具取付高さ 2.3m 2.4m 2.5m 2.6m 2.7m 2.8m 2.9m 3.0m

四角配置

直線配置

単体配置 A1 3.9m 4.0 4.0

A2 9.2m 9.4 9.6 9.9 10.1 10.3 10.4 10.1

A4 7.4m 7.6 7.8 8.1 8.3 8.5 8.7 8.9

4.0 3.6 3.2 3.0 2.8

非常灯評定番号:LALE-004

誘導灯用信号装置

FHD-104

一般形 (高効率 広角タイプ)
非調光
相関色温度:5000K 平均演色評価数(Ra):83
反射板:バージンホワイト
化粧枠:プラスチック(バージンホワイト)
本体:アルミダイカスト
電源ユニット内蔵
埋込穴寸法:Φ100

軒下用 (防雨形 高効率 広角タイプ)
非調光
相関色温度:5000K 平均演色評価数(Ra):83
下面カバー:アクリル(透明)
化粧枠:鋼板(バージンホワイト)
本体:アルミダイカスト
電源ユニット内蔵
埋込穴寸法:Φ100

直付形 幅70タイプ
非調光
相関色温度:5000K 平均演色評価数(Ra):83
LEDバー:ポリカーボネート 乳白
本体:鋼板 白
LED(昼白色)

調光対応
相関色温度:5000K 平均演色評価数(Ra):83
反射板:銀色梨地
化粧枠:鋼板(バージンホワイト)
本体:アルミダイカスト
電源ユニット内蔵
埋込穴寸法:Φ150

屋内用 広角タイプ
相関色温度:5000K 平均演色評価数(Ra):70
下面カバー:ガラス 透明･拡散仕上げ
反射板:銀色鏡面･梨地仕上げ
枠:アルミダイカスト バージンホワイト
本体:アルミダイカスト バージンホワイト
埋込穴寸法:Φ150
LED(昼白色)

相関色温度：5000K（昼白色）　平均演色評価数（Ra）:80
アングル：SGC　　下面カバー：ポリカーボネート樹脂

高天井器具

相関色温度：5000K（昼白色）平均演色評価数（Ra）:70
アングル：SGC　　下面カバー：ポリカーボネート樹脂

高天井器具まぶしさ低減広角 下面ガード

LED(電球色)

ガード:プラスチック(ブラック)

LED一体形マルチセンサー付ポーチ灯
平均演色評価数:(Ra)80

本体:プラスチック(ライトグレー)

相関色温度:2700K(電球色)

セード:アクリル樹脂(乳白)
寸法:径φ140×出131
本体:アルミダイカスト
ガード:アルミダイカスト
グローブ:ポリカーボネート 乳白
標準色:グレーイッシュブラック(□N-30)
相関色温度:5000K 平均演色評価数(Ra):70
天井･壁面･床置取付兼用

本体:アルミダイカスト(マイルドホワイト)

屋内用 天井面･壁面取付け兼用形

相関色温度:2700K
平均演色評価数(Ra):80

グローブ:ガラス(乳白･フロスト)

LEDモジュール×1
自己点検機能付
本体:SPC(鋼板)

型式認定番号:4AE-1006
ニッケル水素蓄電池使用

カバー:PC(ポリカーボネート樹脂)白
常時･非常時LED点灯

相関色温度：5000K（昼白色）平均演色評価数（Ra）:70
アングル：SGC　　下面カバー：ポリカーボネート樹脂

高天井器具まぶしさ低減広角　下面ガード

屋外用 防雨形 壁面取付け専用 

落下防止ワイヤー同梱 落下防止ワイヤー同梱 落下防止ワイヤー同梱

ハB
LED B級･BL形 避難口誘導灯片面型　 消費電力2.7W

SH1-FBF20-BL　 型式認定番号:1AM111-3209

O14 LED 1470lm　消費電力14.9W  

屋外便所

LED内蔵､電源ﾕﾆｯﾄ内蔵
防雨型､ひと(熱線)ｾﾝｻ･EEｾﾝｻ付(ON/OFF型)

本体:ｽﾃﾝﾚｽ､ｶﾊﾞｰ:ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ(乳白)
天井直付型､保護等級:IP23

5000K､Ra83

NNFS21810CLE9
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１階平面図
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ミーティングルーム

医務室
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湯沸室
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靴庫

玄関
風除室

スロープ

スロープ

ロビー

物入

通路

男子便所
女子便所

手洗

掃除具入

器具個

出入口

出入口

控室

倉庫(1）

消化栓 ポンプ室

下部 消化水槽

(消化栓)

出入口
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UP
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放送・調光室

(消化栓)

ステージ
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2.0×4 E(25) RA～RB　　　　　　

2.0

2.0×4 E(25) 誘導灯

2.0×6 E(31) RC～RF　　　      

5
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7 1/2
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1 4～
13

A 1/2

2.0

5.5

1.6×2 E(19) 

3

8
L
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12

5.5

A 1/2

2.0

L

2.02.02.0

LL
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シャワー室
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1.6×3 E(19) 

1.6×3 E(19) 

L

11

2.0

1.6×3 E(19) 

1.6×3 E(19) 

2.0

2.0

2.0

1 11

1.6×2 E(19) 

2.0×7 E(31)×2　昇降装置　　　～　　　 A F

5.5×4　E(25)　　　　　　　R1～R2 

5.5×6　E(31)　　　　　　　R3～R5 

5.5×5　E(25)　　　　　　　R6～R7 

5.5×7　E(31)　　　　　　　R8～R109

7

4

2

8

6

3

1

5

10

AE

11L

L

1.6×2 E(19) 

1.6×2 E(19) 

2.0×4 E(25) 誘導灯

3 4

1 2

2.0×10 E(31) 　RA～RF　　　      1 4～

13

2.0

M21W

ロ21B

J41

A41×2

L60×6

K41×2

R11

A41×2

A41

ロ21B

M21W A41×4

E60

ハ21B

D13

ロ21B

M21W

B42×2

B41×2

L
C21×2

B41
B41×2

C21×2

5.5

D13×3

二21B

二21BP

2.0

RI,RJ RG,RH

RL
B41×2

ハ21B

ハ21Bハ21B

へ21B

F110×5

F110×11F110×5

ホ11B

イ21B

D13×5

H60

ニ21B

B41×6

G42×6
G42B×1G41

C41 C41

M21W

B42×2

23L
G42×2

5.5×2E(19) RC～RF　越屋根換気扇　　　　

CPEV1.2-15PE(31)
ﾘﾓｺﾝ及びｸﾞﾗﾌｨｯｸ

CPEV1.2-15PE(31)
ﾘﾓｺﾝ及びｸﾞﾗﾌｨｯｸ

CPEV1.2-15PE(31)
ﾘﾓｺﾝ及びｸﾞﾗﾌｨｯｸ

アリーナ

全て撤去を行うも打込み部分、本工事にて入線替え部分は
配線のみ撤去とする又点線にて記入のものは既設再使用とする

撤去照明器具ﾘｽﾄ

A41

B41

B42

C21

C41

D13

E60

F110

G41

G42

G42B

H60

I40

J41

K41

L60

M21W

O360

O400

O400A

P17

イ21B

ロ21B

ロ21BA

ヘ21B

FL40W×1

FL40W×1

FL40W×2

FL20W×1

FL40W×1

FUL13W×1

IL60W×1

FL110W×1

FL40W×1

FL40W×2

FL40W×2 電池内蔵

IL60W×1

IL40W×1

FL40W×1

FL40W×1

IL60W×1

FL20W×1

NF360W×1 安定器 電動昇降装置共

MF400W×1 安定器 電動昇降装置共

MF400W×1 安定器 電動昇降装置共 光補償ﾗﾝﾌﾟ付

FU17W×1

直付

直付

直付

ｼｰﾘﾝｸﾞﾗｲﾄ

直付

埋込

埋込

壁付

壁付

壁付

ﾀﾞｳﾝﾗｲﾄ

ﾀﾞｳﾝﾗｲﾄ

ﾀﾞｳﾝﾗｲﾄ

ﾀﾞｳﾝﾗｲﾄ

直付

直付

直付

直付

埋込

埋込

埋込

撤去照明器具ﾘｽﾄ

ハ21B

ニ21B

ニ21BP

ホ11B

ト4B

FL20W×1 片面 電池内蔵 点滅式 直付

FL20W×1 片面 電池内蔵 点滅式 直付

FL20W×1 片面 電池内蔵 点滅式 壁面金具共

FL20W×1 片面 電池内蔵 ｶﾞｰﾄﾞ共

FL20W×1 両面 電池内蔵 直付

FL20W×1 両面 電池内蔵 吊下金具共

FL10W×1 壁埋込型 電池内蔵 

FL20W×1 両面 電池内蔵 直付

FL4W×1 客室誘導灯 直付型

電灯設備 改修前

I40

RK

昇降装置制御盤6回路

調光盤　MCCB400/300+MCCB2P50/20×33回路 1面

1000×2000×350(自立型)上部ﾀﾞｸﾄ付

操作卓 56ﾌｨﾀﾞｰ 1050×550 台付 1台

ﾎﾞｰﾀﾞｰﾗｲﾄ×6台

ｽﾎﾟｯﾄﾗｲﾄ×10台

舞台照明撤去ﾘｽﾄ

A2：1/150  A3：1/211 Ｅ
【特記事項】

一 級 建 築 士　  No. 117422　     　西 沢 雅 彦

西 沢 建 築 設 計 事 務 所

撤去 撤去

2.0

2.0

ハ21B

2.0

2.0

2.0

図中特記無き配線は下記とする

IV　1.6×2　E(19)

IV　1.6×3　E(19)

IV　1.6×4　E(19)

IV　1.6×5　E(25)

IV　1.6×6　E(25)

IV　2.0×6　E(25)

IV　2.0×5　E(25)

IV　2.0×4　E(25)

IV　2.0×3　E(19)

IV　2.0×2　E(19)2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

IV　2.0×7　E(31)

IV　2.0×8　E(31)

IV　5.5×2　E(19)

IV　5.5×3　E(25)

IV　5.5×4　E(25)

IV　5.5×5　E(25)

IV　5.5×6　E(31)

IV　5.5×7　E(31)5.5

5.5

5.5

5.5

5.5

5.5

AE　1.2-2C　E(19)AE

5.5 IV　5.5×9　E(31)
多目的便所
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【改修図】

【特記事項】

一 級 建 築 士　  No. 117422　     　西 沢 雅 彦

西 沢 建 築 設 計 事 務 所
１階平面図 A2：1/150  A3：1/211 Ｅ

機械室

アリーナ

物入

出入口

出入口

UP

(消火器)

出入口

湯沸

管理室

手洗場

器具庫

UP

(消火器)

(消火栓)
UP

UP

(消火栓)

(消火栓)

(自動販売機)

(下足箱)

UP

スロープ

足洗場

出入口

医務室

UP

ロッカー室（１） ロッカー室（２）

【改修図】

スロープ

玄関ホール

ロビー

洗面

シャワー室 シャワー室

新規防球ネット

新規防球ネット
既設防球ネット移設 既設防球ネット移設

(消火器)

新規防球ネット

トレーニング室

多目的スペース

倉庫（１）

倉庫（２）

倉庫（３）

下部 消火水槽
消火栓 ポンプ室

タラップ

女子便所

男子便所
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11 12

4,500

L
L

2.0

電動昇降装置制御盤撤去跡に
ｶﾊﾞｰﾌﾟﾚｰﾄ取付(500×500程度)

EM-IE1.6×2(E19)EM-IE1.6×2(E19)

電灯設備 改修後

トレーニング室

SW1

SW2
SW1
SW1

SW2
SW2

SW2

※1
L

M6

※1

既

3

廊下M3
3

M3

3
M3

CB
CB

M3 2.6 2.6

※2

RE～RH

1/2

RA.B

RC

RD

既 既

既

既設(E25)にEM-IE2.0×6を入線

既設(E31)にEM-IE2.0×8E2.0を入線

既設(E31)にEM-IE2.0×6を入線

既設(E25)にEM-IE2.0×2を入線

221

221

既

既

※1

既

既

既

既

既

既

既

既

(A)

EM-EEF2.0-3C+2.6-3C

既

既

RSL

M6M3

CBCB
M4

CB

SW2

L

既

既

RSL

RSL
RSLRSL

M4CB
L

N4

N4

N4

L4

M5×4

A30×2

B22×4

B17×2
B9×9
B17×2

B9×6
B17×3

A30×1
A65×2
C9×3

A30×5
C9×4

A48×4

D64×11

※1

※2

ｶﾊﾞｰﾌﾟﾚｰﾄ取付

ﾌﾛｱｰﾎﾞｯｸｽ ﾌﾛｱｰﾌﾟﾚｰﾄ 床はつり補修

SW1

SW2

ｼｰﾘﾝｸﾞﾌｧﾝ操作ｽｲｯﾁ 設備工事支給品取付

ｼﾛｯｺﾌｧﾝ操作ｽｲｯﾁ 設備工事支給品取付

A65

A65

A65×8
ト×1

B17

B22×8

B17A65×4

E37

F65×3

E37 E37

F30

図中記入なき配線は下記とする

2.0

2.0

既

EM-EEF1.6-3C 内1Cは接地線

EM-EEF2.0-3C

EM-EEF1.6-2C×2

EM-EEF1.6-2C+1.6-3C

EM-EEF1.6-3C×2

EM-EEF1.6-2C

EM-EEF1.6-3C

EM-EEF1.6-2C×2

EM-IE1.6×2(E19)

EM-IE2.0×2(E19)

EM-IE2.0×3(E19)

既設(E19)にEM-IE1.6×2を入線

斜線の傾きの異なるものは接地線を示す

EM-EEF1.6-3C(MM1-A)M3

M4

M6

CB

EM-EEF1.6-2C×2(MM1-A)

EM-EEF1.6-3C×2(MM1-B)

点線にて記入のものは既設を示し再使用とする

RSL

A

B

C

D

熱線センサー付自動スイッチ親機 8A

熱線センサー付自動スイッチ子機 換気扇連動用

熱線センサー付自動スイッチ子機 

熱線センサー付自動スイッチ操作ユニット1回路用

熱線センサー付自動スイッチ操作ユニット2回路用

熱線センサー付自動スイッチ 換気扇連動用

RSL

記　号 名　称

11L

1/2

1/2

B22×2

A

B

CC

D
D

D

B B

C

C
D

21L
3

既

～

CB

M2
CB

既

1/2

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ寸法

221

252

352

150×150×100

200×200×100

250×250×200

350×350×200

EM-EEF2.6-3C2.6

M2 EM-EEF1.6-2C(MM1-A)

既設(E19)にEM-IE2.0×2を入線

既設(E19)にEM-IE1.6×3を入線

5.5 既設(E19)にEM-IE5.5×2を入線M CB

既
既 F30×2

既設(E19)にEM-IE1.6×2を入線 

既設(E19)にEM-IE1.6×2を入線 

既設(E19)に2.0×2E2.0を入線 

既設(E19)にEM-IE1.6×2を入線

EM-EEF1.6-2C×2(MM1-A)

既設(E19)にEM-IE2.0×2E2.0を入線

EM-EEF1.6-2C×2(MM1-A)

EM-EEF1.6-2C×2(MM1-A)

EM-EEF1.6-2C(MM1-A)

EM-EEF1.6-2C(MM1-A)

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

ＳＳ

Ｓ

ＳＳ

ＳＳ

Ｓ

既設(E31)にEM-FCPEE1.2-15Pを入線 土間はつり補修
ﾘﾓｺﾝ及びｸﾞﾗﾌｨｯｸ

1

2

3

既設1.6×2(19)を再使用

4
5

既設(E25)にEM-IE1.6×3を入線

9

6

8

7

7

既設(E19)にEM-IE2.0×2E2.0を入線

(A)

EM-IE2.0×2E2.0(PF16)
土間はつり補修

既設(E31)にEM-FCPEE1.2-15Pを入線 
ﾘﾓｺﾝ及びｸﾞﾗﾌｨｯｸ

1

3 4

5 6

2

既設(E19)にEM-IE1.6×2を入線

既設(E19)にEM-IE1.6×3を入線

既設(E19)にEM-IE1.6×2を入線

1

3

既設(E31)にEM-IE2.0×6E2.0を入線

EM-EEF2.0-2C×2+2.0-3C

6 10

既設(E19)に入線

1

2

10

既設(E19)EM-IE5.5×2を入線

2

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

EM-FCPEE1.2-1P(PF16)
はつり補修

3

221

多目的便所
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ミーティングルーム

既設照明LED改修済
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【改修図】

【特記事項】

一 級 建 築 士　  No. 117422　     　西 沢 雅 彦

西 沢 建 築 設 計 事 務 所
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CVV2-2C(E19)消火栓補給水槽

M
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配置図参照

～

Ｓ

1φ3W 既設(HI54)にEM-CET60を入線配線

既設3Φ3W C(HI54)

遠方操作 CVV2-10C(HI28)再使用

以降配置図参照

(FS-1)

浄化槽盤移設(別途工事) 既設配線を移設

～

3φ3W CV14-3CE5.5(FEP50)
警報  CVV2-2C(FEP30)

600×600×600(S2K-60)

3φ3W CV14-3CE5.5(FEP50)
警報  CVV2-2C(FEP30)

ﾚﾝｼﾞ注入型接続材にて接続

至るｷｭｰﾋﾞｸﾙ及び警報盤に至る

至るｷｭｰﾋﾞｸﾙ及び警報盤に至る

3φ3W FP14-3CE5.5(E39)自家発
3φ3W FP14-3C(E39)消火栓ﾎﾟﾝﾌﾟ
CVV2-2C(E19)警報

3φ3W FP14-3CE5.5(HI36)自家発
CVV2-7C(HI28)警報

S-1 S-1

S-1

3φ3W EM-CE8-4C(HI28)はつり補修

3φ3W EM-CE8-4C(GZ28)

221W

既設(E25)にEM-IE5.5×3E5.5を入線既設(E25)にEM-IE5.5×3E5.5を入線

(ACP-3) (ACP-3)

(ACP-3)

(ACP-1)

(FS-1) 給気ﾌｧﾝ 3φ3W 1.5KW

ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ式ｴｱｺﾝ 3φ3W

消費電力 冷房5.33KW/暖房5.1KW/低温暖房6.98KW

消費電力 冷房2.07KW/暖房2.39KW/低温暖房3.62KW

ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ式ｴｱｺﾝ 3φ3W(ACP-2)

消費電力 冷房2.75KW/暖房3.27KW/低温暖房5.53KW

ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ式ｴｱｺﾝ 3φ3W(ACP-3)

消費電力 冷房2.03KW/暖房2.12KW/低温暖房3.2KW

ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ式ｴｱｺﾝ 3φ3W(ACP-4)

消費電力 冷房1.21KW/暖房1.26KW/低温暖房2.21KW

ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ式ｴｱｺﾝ 3φ3W(ACP-5)

配管配線 EM-IE2.0×3E2.0(E25)

配管配線 EM-CE5.5-4C(GZ28)

配管配線 EM-CE3.5-4C(GZ28)

配管配線 EM-CE5.5-4C(GZ28)

3φ3W(P-2) EM-IE38×3E8(E51)
床貫通補修

既設(E25)にEM-IE5.5×3E5.5を入線
既設C(E19)×2+C(E25)+C(E31)

3φ3W EM-CE14-3CE5.5(HI42)

3φ3W EM-CE14-3CE5.5(HI42)

1φ3W EM-CE38-3CE5.5(HI54)

1φ3W EM-CE38-3CE5.5(HI54)

3φ3W(S-1)EM-CE8-4C(HI28)
1φ3W(L-2)EM-CE38-3CE5.5(HI54)
3φ3W(P-1)EM-CE14-3CE14(HI42)

3φ3W(S-1)EM-CE8-4C(HI28)
1φ3W(L-2)EM-CE38-3C(HI54)
3φ3W(P-1)EM-CE14-3CE14(HI42)
床はつり補修

既設(E25)にEM-IE5.5×3E5.5を入線

既設(E25)にEM-IE5.5×3E5.5を入線×2

553

3φ3W(LM-1)
EM-CET100E22(FEP80)
立上げ部分は(HI82)

553
553W

3φ3W(LM-1)EM-CET100E22(G82)

既設管路に接続

既設(HI70)にEM-CET60E22を入線
既設(HI28)にCV8-2Cを入線×2 屋外灯
既設(HI28)予備
既設(HI28)にCVV2-2Cを入線 浄化槽警報
既設(HI28)にCVV2-2Cを入線 ｷｭｰﾋﾞｸﾙ警報
既設(HI28)にCVV2-7Cを入線 発電機・消火栓警報
既設(HI28)にCVV2-10Cを入線 送風機
既設(HI70)にCVV2-30Cを入線 ｸﾞﾗﾝﾄﾞ照明
既設(HI54)にEM-CE22-2Cを入線 屋外便所

EM-CET60E22(FEP80)
CV8-2C(FEP30)×2 屋外灯
(FEP30)予備
CVV2-2C(FEP30) 浄化槽警報
CVV2-2C(FEP30) ｷｭｰﾋﾞｸﾙ警報
CVV2-7C(FEP30) 発電機・消火栓警報
CVV2-10C(FEP30) 送風機
CVV2-30C(FEP50)ｸﾞﾗﾝﾄﾞ照明
EM-CE22-2C(FEP30)屋外便所

L-1 総合盤移設

L-2

LM-1

3φ3W EM-CE14-3CE5.5(GZ42)

P-1

442W(ACP-4)

(ACP-5)

EM-CE3.5-4C(GZ28)

EM-CE3.5-4C(HI28)

幹線設備・動力設備 改修後

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ寸法

221
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200×200×100

400×400×200

400×400×200 WPSUS

500×500×300 WPSUS
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332

1φ3W EM-CE38-3CE5.5(HI54)

2.0(25)

ｱｽﾌｧﾙﾄはつり補修

332 300×300×200
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タラップ

多目的便所
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【改修図】

【特記事項】

一 級 建 築 士　  No. 117422　     　西 沢 雅 彦

西 沢 建 築 設 計 事 務 所
２階平面図 A2：1/150  A3：1/211 Ｅ
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防災用発電機更新
3φ200V 25kVA
既設ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎再使用
ｱﾝｸﾞﾙ架台新設(H:100)
溶融亜鉛ﾒｯｷ

既設排気管50A切断

排気管新設(断熱工事共)

3φ3W FP14-3CE5.5(E39)自家発
3φ3W FP14-3C(E39)消火栓ﾎﾟﾝﾌﾟ
CVV2-2C(E19)警報

既設再使用、結線調整を行う
CVV2-2C(E19)消火栓補給水槽

防球ﾈｯﾄ制御盤(別途)
3φ3W1.5KW

既設(E25)にEM-IE5.5×3E5.5を入線
既設C(E19)×2+C(E25)+C(E31)

3φ3W EM-IE5.5×3E5.5(E25)

221

221

ACP-2 ACP-2 ACP-1

P-2

3φ3W(P-2) EM-IE38×3E8(E51)

3φ3W(P-2) EM-IE38×3E8(E51) 3φ3W(P-2) EM-IE38×3E8(E51)

442442
442

幹線設備・動力設備 改修後

ベランダ

物入２ 物入３

物入３

物入２

17

3φ3W EM-IE5.5×3E5.5(E25)

※ 外壁閉塞蓋設置は建築工事。

防球ネット

※新規防災用発電機の搬入及び既設発電機の搬出方法について（案）
　　1階出入口より足場等を用い、スロープを設置し、搬出入する。
　　屋根立体トラスから発電機吊り揚げ、横引きするための滑車、チェーンブロック用の仮設Ｈ鋼を設置する。
　　D通り2階梁及び倉庫（4）の床から立体トラスに加わる加重の軽減を考慮し、H鋼を補強するよう支える。
　　搬出入については、建築と打合せし、時期を決定すること。
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IV　2.0×2      　　E(19) 1Φ

IV　5.5°×2        E(19) 1Φ

IV　5.5°×2　E5.5°E(25) 1Φ
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(防水函入）
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2.0×2 E(19) 

    CVV 2-2C E(19)自家発ケイホウ

　3Φ3W　FP14-3C E(39)消火栓ポンプ

　3Φ3W　FP14-3C E5.5 E(39)自家発

  CVV 2-2C E(19)消火栓補給水槽

CVV 2-3C E(25)消火水槽
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3Φ3W1.4×3 E(31)　 P-1 配線のみ撤去

     2.0×3 E(19)×2 どん帳等 配線のみ撤去 

     5.5×3 E5.5 E(25)ホイスト配線のみ撤去

     5.5×3 E(25)防球ネット 配線のみ撤去
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ヲ ル
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タ　　火報

　　自動制御

　　防災アンプ

　　誘導灯点滅装置

B

C

D

E

ト

舞台調光盤(撤去)1Φ3W　53.7KW

カーテンスイッチ4個+2個
取外し

　　　　2.0×6(25)
        2.0×3E2.0 E(25)

2.0×8 E(31)×4　電動カーテン

2.0×4E2.0 E(31) 電動カーテン

3Φ3W　5.5×3 E5.5E(25)×2

AC-3　3.06/3.15KW

LM-1

1Φ3W CVT60(HI54)配線のみ撤去

3Φ3W CV22-3C E22(HI54)配線のみ撤去

遠方操作 CVV2-10C(HI28)再使用

1Φ3W CVT200(HI82)配線のみ撤去 舞台調光盤

　ED　22×1(HI16)配線のみ撤去

配置図参照

消火栓ポンプ　3Φ3W5.5KW　FP14-3CE5.5 E(39)

　　　　　　ケイホウ　　　CW2-5C E(25)

3φ3W　FP14-3CE5.5 HI(36)　自家発

       CVV2-7C HI(28)  自家発消火栓ポンプ　ケイホウ

PB 250×250×200

5.5°

ニ

ハイプロ
3P30A(20A)
(防水函入）

ハイプロ
3P30A(20A)
(防水函入）

5.5

緞帳制御盤
3回路用撤去

～

ED

配置図参照

以降配置図参照

全て撤去を行うも打込み部分、本工事にて入線替え部分は
配線のみ撤去とする又点線にて記入のものは既設再使用とする

1Φ3W　  CVT60E22(HI70)   L-1

　       CV8-2C(HI28)×2　屋外水銀灯

　       CV8-2C(HI28)　 　屋外便所

ケイホウ CVV2-2C(HI28)    浄化槽

ケイホウ CVV2-2C(HI28)    キュービクル

ケイホウ CVV2-7C(HI28)    自家発消火栓ポンプ

遠方操作 CVV2-10C(HI28)   送風機

遠方操作 CVV2-30C(HI70)   グランド照明用

　　　　　　　　 (HI54)   ヨビ

ハ

イ

配線のみ撤去

ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙまで引き戻し

ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙまで引き戻し

ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙまで引き戻し

ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙまで引き戻し

ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙまで引き戻し

ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙまで引き戻し

ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙまで引き戻し

LT-1 総合盤内 内機のみ撤去

1φ3W主幹 ELCB3P225/125

分岐 MCCB2P50/20×12

ELCB2P50/20×1

MCCB1P50/20×1+Mg+COS+遠方押釦×2

MCCB1P50/20×1+MG+COS+24Hﾀｲﾏｰ×1

MCCB1P50/20×32

ﾘﾓｺﾝﾄﾗﾝｽ×1

ﾘﾓｺﾝﾘﾚｰ1P20A×12

K-1 総合盤内 8窓 移設

LM-1 1φ3W主幹 ELCB3P225/125

分岐 MCCB2P50/20×11

MCCB1P50/20×17

ﾘﾓｺﾝﾘﾚｰ1P20A×1

ﾘﾓｺﾝﾄﾗﾝｽ×1

ﾘﾓｺﾝﾘﾚｰ2P20A×10(無電圧a接点付)

伝送ﾕﾆｯﾄ×1

3φ3W 主幹 ELCB3P100/100

分岐 MCCB3P50/20×5

MCCB3P50/30×2

MCCB3P50/50×1

MCCB3P100/75×1

MCCB3P50/20+AM+Mg+COS+GL+RL+24Hﾀｲﾏｰ

+押釦+遠方操作

P-1 3φ3W 主幹 MCCB3P100/75

MCCB3P50/30×2分岐屋外型

名称 内容
総合盤移設

Ｅ
【特記事項】

一 級 建 築 士　  No. 117422　     　西 沢 雅 彦

西 沢 建 築 設 計 事 務 所
コンセント設備 改修前

2

2

C(25)×2

器具庫

多目的便所

18-1令和４年度　磯部ふれあい公園体育館等大規模改修工事（電気設備工事）　



【特記事項】

一 級 建 築 士　  No. 117422　     　西 沢 雅 彦

西 沢 建 築 設 計 事 務 所
１階平面図 A2：1/150  A3：1/211 Ｅ

コンセント設備 改修後

18-2令和４年度　磯部ふれあい公園体育館等大規模改修工事（電気設備工事）　
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EM-IE2.0×2E2.0(PF16)はつり補修

CB M

M
ET

ET

既

MCB
1/2

※1
CB
M

ETM
M

M
M

2ET

EM-IE2.0×6E2.0(E31)
EM-IE2.0×8(E31)×4
EM-IE2.0×4E2.0(E31)

カーテンスイッチ4個+2個
取外し

552552

既設(E31)にEM-IE2.0×6E2.0を入線

既設(E31)にEM-IE2.0×8を入線×4
既設(E31)にEM-IE2.0×4E2.0を入線

既

既
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既

既

既

既

既

既既
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既
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既
5.5 既設(E19)にEM-IE2.0×2を入線

既
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既

既

※3151W
EWP EWP

EM-IE2.0×2E2.0(GZ16)

CB
M

※1 ※1

※1

※1

既設(E25)にEM-IE5.5×4を入線

既 M
1/2

EM-EEF2.0-3C×2

※1

※2

ｶﾊﾞｰﾌﾟﾚｰﾄ取付

ﾌﾛｱｰﾌﾟﾚｰﾄ取付

防雨ｶﾊﾞｰﾌﾟﾚｰﾄ取付※3

既 既

既
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シャワー室 シャワー室
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※1
ET ETET
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M M M

ET ET
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ETETET

ETETET

ET

ET

ET

多目的便所

ET ETET

ET

ET ET ET

図中記入なき配線は下記とする

EM-IE2.0×4E2.0(E25)

EM-IE2.0×2E2.0(PF16)

既設(E19)にEM-IE2.0×2を入線

既設(E19)にEM-IE5.5×2を入線

EM-EEF2.0-3C(MM1-A) 内1Cは接地線

斜線の傾きの異なるものは接地線を示す

点線にて記入のものは既設を示し再使用とする

5.5

M

M EM-EEF2.0-3C×2(MM1-B) 内1Cは接地線

EM-EEF2.0-3C 内1Cは接地線

既

既

既5.5 既設(E25)にEM-IE5.5×4を入線

既

既

既設(E19)にEM-IE2.0×2E2.0を入線

既設(E25)にEM-IE2.0×4E2.0を入線

552

151W

500×500×200

150×150×100 WPSUS

400×400×200442

300×300×200332

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ寸法

150×150×100 151

221W 200×200×100 WPSUS

221 200×200×100 

トレーニング室

機械室

出入口

(消火器)

(消火栓)
UP

鏡

2

既

7

2ET

既

M
M

2ET

2ET M

M

M M

M

221221W

221W

221221
221

EM-EEF2.0-3C×3床下ｺﾛｶﾞｼ

EM-EEF2.0-3C×3(GZ36)
1

2

3

1種金属線ぴｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ
及びｶﾊﾞｰﾌﾟﾚｰﾄ取付

※ トレーニング室コンセントの配置は機器の配置決定後、監督職員の指示により決めること。



A2：1/150  A3：1/211２階平面図
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AC-5 AC-1 AC-4

P-1

AC-4  3Φ3W　3.1/3.01KW CV3.5-4C(28)

AC-5  3Φ3W　4.74/4.5KW CV5.5-4C(28)

5.5×4　E(25)ソレ

Ｍ

2.0

Ｍ

Ｍ

2.0

Ｍ

2.0×8 E20 E(31)　電動カーテン

P-1　3Φ3W　14×3　E5.5　E(31)

2.0×8 E20 E(31)

(消化栓)

3Φ3W

1.4°×3　　　　　E(31)

2.0°×3　　　　　E(19)×2　

5.5×3　E5.5　E(25)

5.5×3　　　　　E(25)

2.0×8 E20 E(31)電動カーテン

2.0×8 E20 E(31)越屋根電動カーテン

どん帳　　　3Φ3W　1.5KW　2.0°×3　　　　E(19)

スクリーン　3Φ3W　0.4KW　2.0°×3　　　　E(19)

ホイスト　　3Φ3W　1.5KW　5.5×3　E5.5E(25)　　　

防球ネット　3Φ3W　0.4KW　5.5×3　　　　E(25)×2　　　
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防球ネット制御盤　3Φ　1.5KW

2.0

電動カーテン　1Φ　100V　100W

防球ネット制御盤　3Φ　0.4KW

2P2.0×2 E(19)

3Φ3W　FP14-3C　E5.5E(39)

     　FP14-3C　      E(39)

     　CVV2°-2C　      E(19)

CVV2°-2C　E(19)

自家用発電機　3Φ 200V 60Hz 26.5KVA

PB 250×250×200

PB 250×250×200

PB 200×200×200

ソ

PB 350×350×300

【特記事項】

一 級 建 築 士　  No. 117422　     　西 沢 雅 彦

西 沢 建 築 設 計 事 務 所 Ｅ

コンセント設備 改修前
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物入２

19-1令和４年度　磯部ふれあい公園体育館等大規模改修工事（電気設備工事）　



【改修図】

【特記事項】

一 級 建 築 士　  No. 117422　     　西 沢 雅 彦

西 沢 建 築 設 計 事 務 所
２階平面図 A2：1/150  A3：1/211 Ｅ

吹抜

DN

観客席

キャットウォーク

キャットウォーク

ベランダ

吹抜

DN

DN

DN

DN

吹抜

発電機室

防球ネット

吹抜
吹抜

4,
50

0
50

0

吹抜

防球ネット

防球ネット

防球ネット

防球ネット

倉庫（５）

倉庫（４）

タラップ

2,100 2252,675

７

55,500

5,000

2,100

６

225 4,775 200 2,000 2,800 2,800 2,000 200 2,675

５

5,000

１ ２１’ ３ ４

800

1,300 3,700 5,000 5,000 5,000

2,825875 1,300

5,0005,000

８

5,000

1,000 5,000

11

6,000 4,500

10９ ９’ 12

225

43
5

1,
03

5
96
5

12
5

12
5

43
5

2,
50

0
2,

00
0

96
5

1,
03

5

Ａ

Ｉ

Ｈ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

42
,5

00

6,
00

0
2,

00
0

7,
50

0
7,

50
0

7,
50

0
7,

50
0

4,
50
0

８ ９ ９’ 10 11 12６ ７

55,500

２１’ ３ ４ ５１

800

Ｉ
1,
00

0
5,

00
0

2,
00

0
7,

50
0

7,
50

0

22
5

Ｈ

Ｆ

Ｇ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

7,
50

0
7,

50
0

2,
00

0
2,

50
0

3,
50

0
4,

00
0

42
,5

00

225 4,550 225875 1,300 2,600225 1,000

5,000 2,175 2,825 6,000 4,5005,000 5,000 5,0003,700 5,000 5,000 5,0001,300

222

ＭＭＭＭＭＭＭ
2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0

2

2

2

2

22
2

ＭＭＭＭＭＭ

2.0
2.0

2.0 2.0 2.0 2.0Ｍ ＭＭ

2

Ｍ

2.0

Ｍ

Ｍ

2.0

Ｍ

EM-IE2.0×8E2.0(E31)電動カーテン

～

EM-IE2.0×8E2.0(E31)×2 越屋根電動カーテン

2

2

2

2

2

2.0

442

EM-IE2.0×8E2.0(E31) EM-IE2.0×8E2.0(E31)

EM-IE2.0×8E2.0(E31)

EM-IE2.0×8E2.0(E31)×2

電動カーテン1φ100100W

既設(E25)にEM-IE5.5×4を入線

5.5

5.5

5.5

既設(E19)にEM-IE2.0×2を入線

既

既

既

既設(E19)にEM-IE2.0×2を入線

既設(E31)にEM-IE2.0×8を入線×4
既設(E31)にEM-IE2.0×4E2.0を入線

既 既

既

既

既

既

既

既既

既

コンセント設備 改修後

151

EM-IE2.0×2E2.0(E19)
17 18

151

ベランダ

物入３物入２

物入２ 物入３

19-2令和４年度　磯部ふれあい公園体育館等大規模改修工事（電気設備工事）　



越屋根平面図

【改修前】
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A2：1/150  A3：1/211越屋根平面図

【改修図】
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【特記事項】
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拡声設備系統図 改修後 A2：N・S  A3：N・S Ｅ
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既設(E25)にEM-HP1.2-3Pを入線 電源制御EM-HP1.2-3P(PF22)電源制御

既設(E25)にEM-HP1.2-3Pを入線 電源制御

ﾐｷｻｰﾜｺﾞﾝ接続盤
EM-HP1.2-3C(PF16)
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拡声設備 系統図 図中記入なき配線は下記とする

H

H

H

既

既

EM-HP1.2-2C

EM-HP1.2-3C

EM-HP1.2-6C

既設(E19)にEM-HP1.2-2Cを入線

既設(E19)にEM-HP1.2-3Cを入線

EM-HP1.2-3C(E19)H(E19)

ｹｰﾌﾞﾙ工事において壁内部はPF管にて保護とする

点線にて記入のものは既設再使用とする
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【改修図】

【特記事項】

一 級 建 築 士　  No. 117422　     　西 沢 雅 彦

西 沢 建 築 設 計 事 務 所
放送機器姿図 改修後 A2：N・S  A3：N・S Ｅ 22令和４年度　磯部ふれあい公園体育館等大規模改修工事（電気設備工事）　

BP

ミキサーワゴン

1式

BP

2式

メインスピーカ

別途マッチングトランス取付可能(120W､60W)

防球モデル､取付金具付その他

質 量 約24kg

水平120°､垂直30°(音響軸は下方に9°)指向角

周波数特性 80Hz～16000Hz(-10dB)

119dB最大出力音圧レベル

出力音圧レベル 96dB(1m/1W)

8Ω

240W(RMS)

インピーダンス

許容入力

形 式 バスレフ型 2WAYアレイ方式スピーカー

サブスピーカ

防球モデル､天井取付金具付

80Hz～16kHz

水平:120°､垂直:40° 音響軸は下方に9°

92dB(1W/1m)

200W/100W(連続プログラム/RMS)

8Ω

アレイ方式 2ウェイバスレフ形

エンクロージャー:木製

パネル:パンチングネット

低音用:12cmコーン型 高音用:ドーム型

89dB(1m/1W)

80Hz～20kHz(-20dB)

2ウェイ密閉形

IP55(JIS C 0920)

取付金具付属

エンクロージャー:樹脂製

パンチングネット:金属製

40W､20W､10W､5W

80W/40W(連続プログラム/RMS)

(Hi)250Ω､500Ω､1kΩ､2kΩ

(Lo)8Ω

はね返りスピーカ

ワイヤレスアンテナ

取付方法

入力周波数

出力周波数

電 源

260MHz帯

806MHz～810MHz帯

DC12V(本体より供給)

壁取付

キャップ付その他

新金属プレート

キャノンコネクターXLR3-12C

キャノンコネクターXLR3-13相当使用コネクタ

適合プラグ

プレート

Ｍ マイクコンセント(1ヶ用)

4面

4台

2台

4式

ワイヤレスマイク(タイピン型)

周波数特性

充電池パック付

発振方式

使用マイク

送信周波数

電波型式

(0.125kHz間隔30波中1波)

水晶制御PLLシンセサイザー方式

806.125MHz～809.750MHz

単一指向性エレクトレットコンデンサー型

F3E､F9W

100Hz～10kHz

その他

1本

ワイヤレスマイク(ハンド型)

ON

使用マイク

周波数特性

電波形式

発振方式

送信周波数

水晶制御PLLシンセサイザー方式

806.125MHz～809.750MHz

(0.125kHz間隔30波中1波)

単一指向性エレクトレットコンデンサー型

充電池パック付

100Hz～10kHz

F3E､F9W

3本

2本

ダイナミックマイクロホン

ハイパーカーディオイド指向特性

300Ω(平衡型)出力インピーダンス

-52dB

70Hz～16kHz

ダイナミック型

周波数特性

感 度

形 式

その他 延長ケーブル10m付

ポータブルワイヤレス送信機

マイクロホンスタンド(卓上型)

1台

電 源 AC100V/DC6V(電池又はACアダプター)

4系統(マイク×2､補助×2)

スタンドねじ PF1/2×14

1台

システムブロック図

ミキサーワゴン接続盤

XLR3P型×4 マイク

 スピーカ XLR4P型×8

使用コネクタ

 ワイヤレス BNC接栓×4

XLR2P型×1 EMG24V

1面

80

80

メインスピーカ
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DMP
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80
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S

DMP
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S
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S

S

S

S
FB

FB

はね返りスピーカ

AC100V

5C

5C

ダイナミックマイクロホン

×2

ワイヤレスアンテナ

音響機器ワゴン接続盤

ワイヤレス受信機
(4波)

ミキサーワゴン

マイクコンセント

Ｍ M
MＭ

(タイピン型)

ワイヤレスマイク

×1

(ハンド型)

×3

各機器へ

電源制御ユニット

デ
ジ
タ
ル
ミ
キ
サ

Ｍ M

Ｍ M

×1×2

マイクロホンスタンド

(床上型) (卓上型)

5C

5C

CDプレーヤ

EMG24V

BP

1

2

3

4

5

6

7

8

10

ACコンセント×1 AC100V

AMP2

SPA

SPB

非常電源カット信号

12
02

564 601

50Hz～10kHz

50Ω 2系統2回路

解除/6dB設定/12dB設定

-20dBV/-60dBV切換式600Ω(不平衡)

-20dB 600Ω(不平衡) 4回路

チューナー1台ごと30波から設定受信周波数

周波数特性

ミキシング出力

アンテナ入力

チャンネル出力

待機時混信低減機能

電池残量表示:3段階､チャンネルスキャン機能付きその他

ワイヤレス受信機(2波)

周波数特性 20Hz～20kHz

-70dB以下(1kHz)クロストーク

80W×2(8Ω)､110W×2(4Ω)

220W×1(BTL)

定格出力

80W×2chデジタルアンプ

その他

周波数特性

出力音圧レベル

指向角度

入力インピーダンス

許容入力

形 式

仕上げ

使用スピーカー

出力音圧レベル

周波数特性

形 式

保護等級

その他

仕上げ

許容入力(Lo-z)

入力インピーダンス

定格入力(Hi-z)

1

9

7

6

5

4

3

2

1

1

2

1

備  考員数

1

名    称番号

1

10

1

AD/DA変換

300Hz～20kHz (モノラル)

24bit

モノラル×8､ステレオ×4

機 能

入 力

出 力

ハウリングサプレッサー×4､EQ×8､VCA×4

メイン×2､モノラル×2､REC×1

20Hz～20kHz (ステレオ)周波数特性

デジタルミキサ

デジタルミキサ

ワイヤレス受信機(4波)

デジタルマルチプロセッサ

8パターン

20Hz～20kHz

3ch入力 4ch出力 入出力   

ユーザメモリー数

周波数特性

機 能   

外部制御方式

(D-SUB15ピン メイク接点コントロール可能)

RS-232C (D-SUB 9ピン)

ハウリングサプレッサー､ディレイ､パラメトリックイコライザー

27バンドイコライザー､オートマイクレベルコントローラー

コンプレッサー､リミッター､サブウーハー用ローパスフィルター

デジタルマルチプロセッサ

周波数特性

S/N

定格出力

120W×4chデジタルアンプ

100dB TYP(IHF-A.WTD､22kHz LPF ON)

20Hz～20KHz

400W×2ch(BTL 8Ω)

200W×4ch(4Ω)､120W×4ch(8Ω)  

120W×4chデジタルアンプ

80W×4chデジタルアンプ

電源制御ユニット

ACコンセント

(全コンセント合計最大40A以下)

電源非連動×3､電源連動×9

キャスター φ60ツイン 4個(ストッパー付2個)

扉

本 体 化粧合板

強化ガラス カギ付(270°開閉可)

収納ワゴン

電源制御ユニット

収納ワゴン

周波数特性 20Hz～20kHz

-70dB以下(1kHz)クロストーク

80W×4(8Ω)､110W×4(4Ω)

220W×2(BTL)

定格出力

80W×4chデジタルアンプ

その他 接続ケーブル5m付

80W×2chデジタルアンプ 1

BP:ブランクパネル

SPC

スタンドねじ 3/8-16UNC

PF1/2×14(変換ねじ使用時)

マイクロホンスタンド(床上型)

1台

入 力

入力レベル

出  力 ヘットホン出力

-20dBV/-60dBV

送信周波数 806.125MHz～809.750MHz

(0.125MHz間隔30波中1波)

WS-LA232

WS-LA208+WS-Q139-B

WS-BN025-K

WX-4950A

YBSCP001

WX-4100B

WX-4300B

WM-D170SW-K

WX-4700

WN-DS120

型番は参考とする

WR-DX002
WX-UR504

WZ-DM304

WP-DA204
WP-DA114

WU-L67
EIA-K24B

WP-DA112
WN-FS140

BP

WX-UR5021ワイヤレス受信機(2波)

ワイヤレス受信機(4波)

アンテナ入力

チャンネル出力

受信周波数

周波数特性

ミキシング出力

待機時混信低減機能

その他 電池残量表示:3段階､チャンネルスキャン機能付き

解除/6dB設定/12dB設定

-20dBV/-60dBV切換式600Ω(不平衡)

50Hz～10kHz

チューナー1台ごと30波から設定

-20dB 600Ω(不平衡) 4回路

50Ω 2系統2回路

ポータブル
ワイヤレス送信機 (2波)

ワイヤレス受信機

8

使用メディア

再生可能フォーマット

アナログ出力

Bluetooth

FM･AMチューナー搭載チューナー

Bluetoothバージョン4.2 Class2

ヘッドホン出力(ステレオ標準ジャック)

バランス出力(XLR-3-32)

アンバランス出力(RCAピンジャック×2)

CD-DA､WAV､MP3､AAC､WMA

CD､CD-R/RW､SD/SDHCカード､USBメモリー

Bluetooth/CD/SD/USBプレーヤー 1

9

Bluetooth/CD/SD/USBプレーヤー
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放送機器・弱電機器姿図 改修後 A2：N・S  A3：N・S Ｅ 23

【改修図】

10

(10局/120W)

システムブロック図

スピーカ
系統

(ローカルアンプ
　電源制御)

非常外部制御出力

(緊急･業務音源内蔵)

壁掛形非常用放送設備

自火報設備

非常電源
カット信号

1

常用AC100V

緊急地震放送
緊急地震速報

(別途)

壁掛防災アンプ

パナソニック:WK-EK310+WU-PK312+NCB-350 相当品

3個:ウェストミンスターの鐘 ほか内臓チャイム音源

ニッケルカドミウム蓄電池:トリクル充電方式非常電源部

5個:ブロック放送又は内蔵音源選択用ファンクションスイッチ

5回路外部制御入力

7種類(上り4音/下り4音 他)コールサイン

10個:地震訓練､地震速報誤報､火災訓練､緊急･業務内蔵音源

    閉館､蛍の光､サイレン､防犯､他

AC100V 50/60Hz電 源

-52dBV 600Ω 不平衡 AGC付き本体マイク入力

マイク×2､ライン×3(マイク/ライン切換含む)､入力回路

外部マイク､BGM､チャイム､ページング､緊急､

10局･10回線局数･回線数

地震放送表示､地震放送停止スイッチ緊急地震放送

4ヵ国語 各64個内蔵音声警報音源

｢日本語+英語+中国語+韓国語｣に対応

120W定格出力

(地下5階～20階､ELV､階段 他)

一般リモコン､マルチリモコン､非常リモコン

SDカード挿入時2個WAV音源再生可

停電時業務放送用蓄電池を組込み可その他

CDプレーヤー
SD/USB対応

ヘッドホン出力(ステレオ標準ジャック)

バランス出力(XLR-3-32)

20W

アンバランス出力(RCAピンジャック×2)

CD､CD-R/RW､SD/SDHCカード､USBメモリー

CD-DA､WAV､MP3､AAC､WMA

AC100-200V 50/60Hz

消費電力

アナログ出力

再生可能フォーマット

使用メディア

電 源

CDプレーヤ

FM･AMチューナー搭載

Bluetoothバージョン4.2 Class2

チューナー

Bluetooth

タスカム:CD-400U 相当品

3W(3.3kΩ)､1W(10kΩ)定格入力

出力音圧レベル

周波数特性

16cmコーンスピーカー使用スピーカー

本体:ABS樹脂仕上げ

天井埋込スピーカ

ネット:アルミパンチング､枠:ABS樹脂パネル

天井埋込スピーカ(ATT付)

3W(3.3kΩ)､1W(10kΩ)定格入力

出力音圧レベル

周波数特性

16cmコーンスピーカー使用スピーカー

本体:ABS樹脂仕上げ

ネット:アルミパンチング､枠:ABS樹脂パネル

4段階音量調節

95dB(1W/1m)

85Hz ～ 15kHz(-20dB)

95dB(1W/1m)

85Hz ～ 15kHz(-20dB)

パナソニック:WS-TN630+WS-6530 相当品

パナソニック:WS-TN635+WS-6530 相当品

L級

L級

〈16cm〉

〈16cm〉

クリアホーン

15W(670Ω)､10W(1kΩ)､定格入力

5W(2kΩ)

99dB(1W/1m)出力音圧レベル

150Hz～15kHz周波数特性

本体:ABS樹脂､取付金具:ステンレス仕上げ

IPX4(JIS C 0920)保護等級

パナソニック:WT-7015 相当品

L級

アッテネータ

新金属

0.5W～6W

5段階

パネル

適合ボックス

入力容量

音量調整

入力インピーダンス

JIS1個口用スイッチボックス

20kΩ～1.67kΩ

パナソニック:WZ-VC106/F 相当品

壁掛スピーカ(ATT付)

出力音圧レベル

定格入力

仕上げ

使用スピーカー

周波数特性

音量調整

ハイインパクトスチロール樹脂

150Hz～15kHz(-20dB)

12cmコーンスピーカー

1W(10kΩ)

92dB(1W/1m)

4段階

パナソニック:WS-2115A 相当品

L級

型番は参考とする

SP1

SP2 SP3

SP4

I1 I2

NC1 NC2

NC3 NC4

材  質 ABS樹脂

壁埋込形(JIS1個用スイッチボックス)形  状

NBR-2A-C

復旧ボタン 角型廊下灯

トイレ呼出押ボタントイレ呼出表示装置電源アダプター共

ｲﾝﾀｰﾎﾝ親機 ｲﾝﾀｰﾎﾝ子機

形  状 壁埋込型(JIS1個用スイッチボックス)

自己消火性樹脂

引きひも式､押ボタン式両用

材  質

備  考

呼出

NBR-7HWA

AT-306AT-216

CN-1A34/A

NBR-4B

壁取付型(JIS1個用スイッチボックス)

電話型同時通話

自己消火性樹脂

AC100V 50/60GHz電源電圧

通話方式

形　　状

材　　質

壁取付型（JIS1個用スイッチボックス）

親機から供給

電話型同時通話通話方式

自己消火性樹脂

形　　状

材　　質

電源電圧

ＤＣ１２Ｖ（電源アダプタから供給）

埋込形（ＪＩＳ３個用スイッチボックス）

窓　　数

電源電圧

形　　状

材　　質 ステンレス

１窓

表示方式 断続ブザー音と表示窓点灯

壁埋込型（JIS1個用スイッチボックス）

パネル部：自己消火性樹脂

形　　状

材　　質
ランプカバー：ポリカーボネート

LED方式(赤色)備　　考

総合盤に組込総合盤に組込

AMP1

1台

型番は参考とする

3181.502

46
94

.4
8

1060.5

総合盤に組込

TM1

信号線

（時計表示部付属品）

時計信号用ケーブル（6ｍ）

圧着スリーブかしめ
（出荷時結線済み）

制御部

受信ユニット

（時計表示部付属品）

CH1

　電源線

現地にて圧着かしめ処理

現地にて
圧着かしめ処理

受信ユニット線

受信ユニット用ケーブル（10ｍ）

ＡＣ１００Ｖ
電源線

水晶発振式　４．１９４３０４ＭＨｚ

標準電波受信により積算誤差０秒

ニカド蓄電池　ＤＣ３．６Ｖ　６００ｍＡｈ蓄電池

原振

精度

６０時間

標準電波４０ｋＨｚまたは６０ｋＨｚ受信周波数

１日１回　ＡＭ２：００に修正修正回数

出力信号 シリアル信号

制御部

戻る

選択

取消
進む

設定

時計

停電補償時間

ＴＣＷ５２７１２８３７

77

2
11

110

時計表示部

受信アンテナ及び回路を内蔵

アルミ　黒色塗装指針

受信ユニット

鋼板　白色塗装　文字黒色印刷文字板

鋼板　コーヒーブラウン色塗装ケース

ポリカボネート　透明　ｔ＝３表ガラス

ＴＣＷ５１４０

ＤＣ３．６Ｖ有極３０秒パルス機械

99

φ
7
00

φ700 壁取付型 電波時計(交流式)

型番は参考とする

令和４年度　磯部ふれあい公園体育館等大規模改修工事（電気設備工事）　
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A2：1/150  A3：1/211１階平面図

機械室

トレーニング室 女子更衣室 男子更衣室

手洗 手洗

ミーティングルーム

医務室

廊下

湯沸室

集中監視室

管理室

TEL

靴庫

玄関 風除室

スロープ

スロープ

アリーナ

ロビー

物入

通路

男子便所女子便所 手洗

掃除具入

出入口

出入口

控室

倉庫(1）

消化栓 ポンプ室

下部 消化水槽

(消化栓)

(消化栓)

出入口

出入口

UP

UP

UP

UP

UP

UP

UP

放送・調光室

(消化栓)

ステージ

キンダールーム

シャワー室

(消化器)

(消化器) (消化器)

(消化器)

防球ネット

防球ネット

【改修前】

Ｊ

M

4E6
Ｊ

M
図中特記無き配線は下記とする

AE 1.2-2C    E(19) 

土間

AE

HP 1.2-2C    E(19) 

HP 1.2-3C    E(19) 

HP 1.2-5C    E(19) 

4E6-AT       E(19) 4E6

4E6-AT×2    E(25) 4E6

4S6-AT       E(19) 4S6

5C FB 5C-FB        E(19) 

5C-FB        E(19)×25C FB

             E(19) 

             E(25) (25)

4E6

Ｊ

M

Ｊ

M

Ｊ

M

R

R
ｔ

M
Ｊ

R

M
Ｊ

R

VTR

ｔ

R

R

(SP-1)
(SP-1)

AMP-1

5C-FB

5C-FB

5C-FB

HP1.2-2C　E(19) 放送(非常）

PT

(SP-1)

(I-1)

(SP-1)

5C-FB

5C-FB

5C-FB

5C-FBAE

(SP-1)(SP-1)

(25)VTR

AMP-1

T-1

5C-FB　E(19)×2　　FM・AM
5C-FB　E(19)×4　　TV
5C-FB　E(19)　　　 TV・VTR

配置図参照
　　　　HI(28)×2　TEL
　　　　HI(28)+HP1.2-5P(HI28)　放送

4E6

4E6

4E6

4S6

5C-FB

(SP-C)

(I-2) AE

(SP-1)
5C-FB

(SP-C)

AMP-2

4S6
PB 250×250×200

(SP-C)

調整卓

HP1.2-10P　E(31)　放送リモコン

リモコンマイク

5C-FB　E(19)　TV

4S6×2　E(25)×3　スピーカー
5C-FB×2　E(25) 　ワイヤレス

(SP-1)

(SP-1)

(SP-1)

4E6

4E6

5C-FB

PB 250×250×200 PB 250×250×200

HP1.2-2C　E(19) 放送(非常）

HP1.2-10P　E(31) 放送リモコン
AE1.2-2C 　E(19) インターホン
HP1.2-3P 　E(25) 電源制御

弱電設備 改修前

全て撤去を行うも打込み部分、本工事にて入線替え部分は
配線のみ撤去とする又点線にて記入のものは既設再使用とする

HP1.2-3PE(19)

撤去機器ﾘｽﾄ

AMP1 壁掛型防災ｱﾝﾌﾟ120W 総合盤に組込み 

ｶｾｯﾄﾃﾞｯｷ 1台

SP-1 天井埋込ｽﾋﾟｰｶｰ

SP-2 ｸﾘｱｰﾎｰﾝ

ﾘﾓｺﾝﾏｲｸ 1台

ｱｯﾃﾈｰﾀｰ

AMP2 ﾛｯｶｰ型ｱﾝﾌﾟ 1組

+ﾀﾞﾌﾞﾙｶｾｯﾄﾃﾞｯｷ +CDﾌﾟﾚｰﾔｰ

+ﾜｲﾔﾚｽ受信機+ｲｺﾗｲｻﾞｰ

+電源制御ﾕﾆｯﾄ

ｱﾝﾌﾟ 150W×2+75W×2

12chﾐｷｻｰ　1台

SP-A ﾒｲﾝｽﾋﾟｰｶｰ

SP-B ｻﾌﾞｽﾋﾟｰｶｰ

SP-C ﾓﾆﾀｰｽﾋﾟｰｶｰ

Ｊ

Ｊ

M

M

R

ﾏｲｸｼﾞｬｯｸ 壁

ﾏｲｸｼﾞｬｯｸ 床

ﾜｲﾔﾚｽｱﾝﾃﾅ

I1

I2

ｲﾝﾀｰﾎﾝ親機

ｲﾝﾀｰﾎﾝ子機

R

ﾌﾛｱｰﾌﾟﾚｰﾄ

ﾌﾛｱｰﾛｰﾃﾝｼｮﾝ

ﾉｽﾞﾙﾌﾟﾚｰﾄ

直列ﾕﾆｯﾄ中間

記号 名称

Ｅ
【特記事項】

一 級 建 築 士　  No. 117422　     　西 沢 雅 彦

西 沢 建 築 設 計 事 務 所

端子盤

T-1 光ONU+ﾓﾃﾞﾑ+ﾙｰﾀｰ

(SP-1)

多目的便所

24-1

器具庫

令和４年度　磯部ふれあい公園体育館等大規模改修工事（電気設備工事）　



図中記入なき配線は下記とする

【特記事項】

一 級 建 築 士　  No. 117422　     　西 沢 雅 彦

西 沢 建 築 設 計 事 務 所
１階平面図 A2：1/150  A3：1/211 Ｅ

弱電設備 改修後

24-2令和４年度　磯部ふれあい公園体育館等大規模改修工事（電気設備工事）　

【改修図】

機械室

ミーティングルーム

廊下

アリーナ

物入

出入口

出入口

UP

(消火器)

出入口

湯沸

管理室

手洗場

器具庫

UP

(消火器)

(消火栓)
UP

UP

(消火栓)

(消火栓)

(自動販売機)

UP

スロープ
身障者便所

足洗場

出入口

医務室

UP

鉄骨階段増設

ロッカー室（１） ロッカー室（２）

【改修図】

スロープ

鏡

玄関ホール

ロビー

洗面

(下足箱)

シャワー室 シャワー室

新規防球ネット

新規防球ネット

既設防球ネット移設

既設防球ネット移設

(消火器)

新規防球ネット

トレーニング室

多目的スペース

倉庫（１）

倉庫（２）

倉庫（３）

下部 消火水槽

消火栓 ポンプ室

タラップ

女子便所

男子便所

浄化槽制御盤移設

浄化槽制御盤設置場所
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１ ２１’ ３ ４ ５ ６

800

1,300 3,700 5,000 5,000 5,000 5,000

225 225 2,500

７

55,500

5,000 5,000

2,500

2252,2752,500

８ ９ ９’ 10

5,000 6,000

11 12

4,500

Ｊ
M 4E6

Ｊ
M

M
Ｊ

R

M
Ｊ

R

R

PT

I1

(25)

既設(E19)にEM-S-5C-FBを入線

4E6

4E6

ｔ

※1

※1

4E6

Ｎ

ｔ

～～

※2

※2

既設HP1.2-5P(HI28)放送
既設C(HI28)

既設(E25)にEM-HP1.2-3Pを入線 電源制御
既設(E19)にEM-AE1.2-2Cを入線 ｲﾝﾀｰﾎﾝ
既設C(E31)

AE
※2

既

EM-AE1.2-2C(PF16)はつり補修

C(HI28)×2電話

T-1

既設品移設

H

(A)

(C)T1-A

既設(C19)にEM-S-5C-FBを入線C(PF22)引込
CAT6(PF16)情報ｽｲｯﾁ
CAT6(PF16)無線ｱｸｾｽ

H

既設(E19)にEM-HP1.2-2Cを入線

(A) EM-HP1.2-5P(PF22)屋外放送

C(PF28)

(B)

EM-HP1.2-3P(PF22)電源制御

既

C(PF28)×2

EM-AE1.2-2C(PF16)ﾄｲﾚ呼出し

※2

(C) CAT6×2(PF22)

C(PF22)

情報

情報

CAT6(PF16)情報

(D) (E)

H

H
(D) EM-S-5C-FB×2 AM-FM

(E) 既設(E19)にEM-S-5C-FBを入線×2

既設(E19)にEM-S-5C-FBを入線×4

既設(E19)にCAT6を入線

H

※1

既
既

情報ｽｲｯﾁ

AM-FM

ﾃﾚﾋﾞ

既設(E19)にEM-HP1.2-2Cを入線する

ＮＣ

AMP1

NC1

442

SP1

SP1

SP2
SP2

SP1

SP1

既

H

H

HHHH

SP1 SP1 SP1 SP1

SP1

SP1

R

NC2

NC3 NC4

EM-HP1.2-6C(PF16)放送
EM-AE1.2-2C(PF16)ﾄｲﾚ呼出

EM-HP1.2-6C(PF16)放送
EM-AE1.2-2C(PF16)ﾄｲﾚ呼出

CAT6(PF16)情報ｽｲｯﾁ
EM-HP1.2-3C(PF16)放送
EM-HP1.2-6C(PF16)放送
EM-AE1.2-2C(PF16)ﾄｲﾚ呼出

CAT6(PF16)情報ｽｲｯﾁ
EM-HP1.2-3C(PF16)放送
EM-HP1.2-6C(PF16)放送
EM-AE1.2-2C(PF16)ﾄｲﾚ呼出
床はつり補修

CAT6(PF16)情報ｽｲｯﾁ
EM-HP1.2-3C(PF16)放送

T1-B

CAT6×2(PF22)無線ｱｸｾｽ

無線ｱｸｾｽ

無線ｱｸｾｽ

無線ｱｸｾｽ無線ｱｸｾｽ

既

既

既

既

CAT6(PF16)情報ｽｲｯﾁ
CAT6×2(PF22)無線ｱｸｾｽ
EM-HP1.2-3C(PF16)放送CAT6(PF16)情報ｽｲｯﾁ

CAT6×2(PF22)無線ｱｸｾｽ

EM-HP1.2-3C(PF16)放送

EM-HP1.2-3C(E19)放送
SP3

SP3

SP3

151

151

H(E19)

H(E19)

H(E19)

H(E19)

221 221

221

332

332

SPC

SPC ※1

4S6(E19) AMP2

ﾐｷｻｰﾜｺﾞﾝ接続盤

I2

4E6×2(PF22)×2
床はつり補修

151
※1

※2

REM-S-5C-FB(E19)

無線ｱｸｾｽ無線ｱｸｾｽ

CAT6×2(E31)無線ｱｸｾｽ
CAT6×3(E31)無線ｱｸｾｽ

4S6(E19)

H

H

H

既

既

EM-HP1.2-2C

EM-HP1.2-3C

EM-HP1.2-6C

既設(E19)にEM-HP1.2-2Cを入線

既設(E19)にEM-HP1.2-3Cを入線

EM-HP1.2-3C(E19)

既4E6

既4E6

既設(E19)に4E6を入線

既設(E25)に4E6×2を入線

H(E19)

C(PF16) 

CAT6(PF16)

CAT6×2(PF22)

EM-S-5C-FB

既設(E19)にEM-S-5C-FBを入線既

AE既 既設(E19)にEM-AE1.2-2Cを入線

EM-AE1.2-2C

EM-AE1.2-3C

ｹｰﾌﾞﾙ工事において壁内部はPF管にて保護とする

点線にて記入のものは既設再使用とする

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ寸法

151

221

332

442

150×150×100

200×200×100

300×300×200

400×400×200

※1

※2

ｶﾊﾞｰﾌﾟﾚｰﾄ取付

ﾌﾛｱｰﾎﾞｯｸｽを設け既設と接続 ﾌﾛｱｰﾌﾟﾚｰﾄ取付

EM-HP1.2-3C(E19)

H(E19)
SP3

H(E19)

SP3

放送

電話

情報

情報

ﾃﾚﾋﾞ

ﾃﾚﾋﾞ

ﾄｲﾚ呼出

ﾄｲﾚ呼出

ｲﾝﾀｰﾎﾝ

放送

放送

放送

放送

放送

放送

放送

H

既設(E25)にEM-HP1.2-3Pを入線 電源制御
既設(E19)にEM-AE1.2-2Cを入線 ｲﾝﾀｰﾎﾝ
既設C(E31)

EM-AE1.2-2C(PF16) ｲﾝﾀｰﾎﾝ
EM-HP1.2-3P(PF22) 電源制御

既設再使用
既設再使用

(B)

C(PF22)

既

151

151

4S6×3(E31) ｽﾋﾟｰｶｰ
4S6×4(E31) ｽﾋﾟｰｶｰ
EM-S-5C-FB×4(E31)ﾜｲﾔﾚｽｱﾝﾃﾅ
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A2：1/150  A3：1/211２階平面図

弱電設備 改修前

Ｅ
【特記事項】

一 級 建 築 士　  No. 117422　     　西 沢 雅 彦

西 沢 建 築 設 計 事 務 所 25-1令和４年度　磯部ふれあい公園体育館等大規模改修工事（電気設備工事）　
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【特記事項】

一 級 建 築 士　  No. 117422　     　西 沢 雅 彦

西 沢 建 築 設 計 事 務 所
２階平面図 A2：1/150  A3：1/211 Ｅ

弱電設備 改修後

25-2令和４年度　磯部ふれあい公園体育館等大規模改修工事（電気設備工事）　
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【特記事項】

一 級 建 築 士　  No. 117422　     　西 沢 雅 彦

西 沢 建 築 設 計 事 務 所
自動火災報知設備系統図 改修後 A2：N・S  A3：N・S Ｅ
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【改修図】
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図中特記無き配線は下記とする
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【改修図】

【特記事項】
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西 沢 建 築 設 計 事 務 所
１階平面図 A2：1/150  A3：1/211 Ｅ
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5
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2,215
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電灯設備 改修前・改修後

多目的便所 男子便所女子便所

掃除具入れ

平　面　図　　　1/50
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5

改修前 改修後

Ｓ

～

ELB2P20A(ﾌﾟﾗﾎﾞｯｸｽに収納)
再使用を行う

以降ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙに至る

AS

O14×5 O14×5

A

撤去照明器具ﾘｽﾄ

FL20W×1 直付

Ｓ

A ×2×7A ×6A

014×2

多目的便所 男子便所女子便所

掃除具入れ

平　面　図　　　1/50
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1,
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1,
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5

4,
35

5

Ｓ

～

以降ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙに至る

点線にて記入のものは既設再使用を示す

ET

2.0(HI16)

ED L-A

EM-IE2.0×4E2.0(E25)

151

既設ﾌﾞﾚｰｶｰに接続

151

151

151
151

151

151
ET

ET

ET

ET

ET

撤去

配管配線は再使用を行う

：貫通補修を示す

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ寸法

151 150×150×100

屋外便所改修工事

図中記入なき配線は下記とする

EM-IE2.0×2E2.0(E19)

A2：1/150  A3：1/70

※2

※1※1※1

ｶﾊﾞｰﾌﾟﾚｰﾄ(防雨型)取付

※1

※2

ｶﾊﾞｰﾌﾟﾚｰﾄ取付

Ｅ
【特記事項】

一 級 建 築 士　  No. 117422　     　西 沢 雅 彦

西 沢 建 築 設 計 事 務 所
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配置図　　1/800

A2：1/800 A3：1/1126

4,
60
0

外灯（Ｒ)４個所外灯（Ｑ)６個所外灯（Ｐ) 18個所

100

150 100 150

100

下地調整(RC種）

防錆塗装

テニスコート

芝生広場

グラウンド

N

(Ｒ)

(Ｑ)

(Ｑ)

(Ｑ) (Ｑ)

(Ｑ)

(Ｑ)

(Ｒ)

(Ｒ)

(Ｐ)

(Ｐ)

(Ｐ)

(Ｐ)

(Ｐ)

(Ｐ)

(Ｐ)

(Ｐ)

(Ｐ)

(Ｐ)

(Ｐ)

(Ｐ)

(Ｐ)

(Ｐ)

(Ｐ)

(Ｐ)

(Ｐ)

(Ｐ)

100 100

外灯（Ｐ)⇒ E200 に更新
18個所

100

灯具のみ交換 灯具のみ交換

灯具のみ交換

A

B

A

A

A

A

A

B

B

B
B

B

改修前 改修前 改修前

改修後

外灯（Ｑ)⇒ E200 に更新
6個所

外灯（Ｒ)⇒ F200 に更新
４個所

改修後 改修後

A ｸﾞﾗﾝﾄﾞ照明の更新を行う

ﾃﾆｽｺｰﾄ照明の更新を行うB

別図参照

別図参照

(Ｒ)

本部席照明器具FL40W×1 
天井直付×8灯をG30×8灯に更新

A柱B柱

C柱

F柱

E柱

D柱

【特記事項】

一 級 建 築 士　  No. 117422　     　西 沢 雅 彦

西 沢 建 築 設 計 事 務 所 Ｅ

G柱

H柱

I柱

J柱
K柱

L柱

外灯配置図 改修後 31

体育館

車庫棟

【改修図】

令和４年度　磯部ふれあい公園体育館等大規模改修工事（電気設備工事）　

耐候性塗料(DP)塗装

(建築工事）



【特記事項】

一 級 建 築 士　  No. 117422　     　西 沢 雅 彦

西 沢 建 築 設 計 事 務 所
A2：N・S  A3：N・S Ｅ

A500
LED 56400lm  消費電力499W  5000K　狭角形

LPJ1N-500

C500

B500

D67

TEK-30226-SL27

E200 LED 6190lm 消費電力75.8W

LEDG-10411+POLE

F200 LED 7000lm  消費電力75.8W

LEDG-10412+JAT-10017+POLE

G30

型番は参考とする

LED 6250lm  消費電力499W  5000K 中角形

LPJ1M-500

LED 65000lm  消費電力499W  5000K　広角形

LPJ1W-500
電撃殺虫器

LED 3200lm  消費電力19.5W  5000K

LSS9-4-30

FL30SBL×2

取付金具：ステンレス製
天板：ステンレス（ダークグレー）

ビニールコーティング（黒）

LED（昼白色）
寸法：幅□400×高520（灯具）
本体：ステンレス
ガラス：透明強化ガラス
本体色：ダークブラウン

LED街路灯　屋外用　防雨形

相関色温度：5000K
平均演色評価数（Ra）：70
適合ポール：□90

LED（昼白色）
寸法:幅□400×高520（灯具）
本体：ステンレス
ガラス：透明強化ガラス
本体色：ダークブラウン

LED街路灯　屋外用　防雨形

相関色温度：5000K
平均演色評価数（Ra）：70
適合ポール：□90

コンクリート柱

保護カバー：丸棒（ステンレス）

自動点灯盤

遠方操作

投光器×3

3000W

Mg

遠方操作

投光器×3

3000W

Mg

遠方操作

投光器×3

Mg

遠方操作

投光器×3

Mg

遠方操作

投光器×3

Mg

遠方操作

投光器×3

Mg

遠方操作

電撃殺虫器×1

≒67W

Mg

遠方操作

回転灯×1

≒50W

Mg

3φ3W210V

MCCB3P100/100

ELCB3P
50/15

遠方操作

投光器×3

Mg

遠方操作

投光器×3

Mg

遠方操作

投光器×3

Mg

遠方操作

投光器×3

Mg

遠方操作

投光器×3

Mg

遠方操作

投光器×3

Mg

遠方操作

電撃殺虫器×1

Mg

遠方操作

予備

Mg

3φ3W210V

MCCB3P100/100

3000W 3000W 3000W 3000W ≒67W

ELCB3P
50/20
AX付

ELCB3P
50/20
AX付

ELCB3P
50/20
AX付

ELCB3P
50/20
AX付

ELCB3P
50/20
AX付
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AX付
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AX付
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AX付

ELCB3P
50/20
AX付

ELCB3P
50/20
AX付

既設A柱分電盤 既設B,C,D,E,F柱分電盤

改修 改修

自動点灯盤

遠方操作

投光器×3

Mg

遠方操作

投光器×3

Mg

遠方操作

投光器×3

Mg

遠方操作

投光器×3

Mg

遠方操作

投光器×3

Mg

遠方操作

投光器×3

Mg

遠方操作

電撃殺虫器×1

≒67W

Mg

遠方操作

回転灯×1

≒50W

Mg

3φ3W210V

MCCB3P50/50

ELCB3P
50/15

遠方操作

投光器×3

1497W

Mg

遠方操作

投光器×3

1497W

Mg

遠方操作

投光器×3

1497W

Mg

遠方操作

投光器×3

1497W

Mg

遠方操作

投光器×3

1497W

Mg

遠方操作

投光器×3

1497W

Mg

遠方操作

電撃殺虫器×1

Mg

遠方操作

予備

Mg

3φ3W210V

MCCB3P50/50

≒67W

ELCB3P
50/20
AX付

ELCB3P
50/20
AX付

ELCB3P
50/20
AX付

ELCB3P
50/20
AX付

ELCB3P
50/20
AX付

ELCB3P
50/20
AX付
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50/20
AX付
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50/20
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50/20
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50/20
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50/20
AX付

ELCB3P
50/20
AX付

ELCB3P
50/20
AX付

ELCB3P
50/20
AX付

ELCB3P
50/20
AX付

ELCB3P
50/20
AX付

P-LA

灯具のみ取替 灯具のみ取替

1497W 1497W 1497W 1497W 1497W 1497W

3000W 3000W 3000W 3000W 3000W 3000W

P-LB

屋外型 ｽﾃﾝﾚｽ製 屋外型 ｽﾃﾝﾚｽ製

1面 5面

撤去 撤去

照明器具姿図 改修後

UVW UVW UVW UVW UVW UVW UW VW UVW UVW UVW UVW UVW UVW UW VW

UVW UVW UVW UVW UVW UVW UW VW UVW UVW UVW UVW UVW UVW UW VW

計=9099VA 計=9049VA

分電盤結線図

屋外照明器具姿図　改修後

32

【改修図】

令和４年度　磯部ふれあい公園体育館等大規模改修工事（電気設備工事）　



【特記事項】

一 級 建 築 士　  No. 117422　     　西 沢 雅 彦

西 沢 建 築 設 計 事 務 所
ｸﾞﾗﾝﾄﾞ照明柱 A2：1/100  A3：1/71 Ｅ

3,300

4,
00

0

ELA E3

240

4,600

電撃殺虫器撤去

GL

既設幹線及び制御線
配管配線再使用及び
配管指示金具再使用

コンクリート柱再使用
CP26-24-2000

投光器1KW×18灯撤去

投光器取付架台(作業用架台付)撤去

分電盤撤去

回転灯(A柱のみ)再使用

安定器1KW用18個撤去

取付金具再使用

CV3.5-2CE2.0撤去

CV3.5-3C×6E5.5(G54)撤去
CV3.5-3C×6(G54)×2撤去
CV3.5-3C(G22)撤去
配管支持金具は再使用

E3ELA

分電盤更新

取付金具再使用

回転灯(A柱のみ)再使用

既設幹線及び制御線
配管配線再使用及び
配管指示金具再使用

P-LA

電撃殺虫器更新 D67

EM-CE8-4C×2(GZ54)×3
EM-CE3.5-3C(GZ28)電撃殺虫器
配管支持金具は再使用

コンクリート柱再使用
CP26-24-2000

GL

P-LB

A柱 B～F柱

EM-CE3.5-3C(GZ28)
配管支持金具新設

照明器具ﾘｽﾄ

A柱

B柱

C柱

D柱

E柱

F柱

A500(挟角) B500(中角) C500(広角) D67

1

1

1

1

1

1

18

6 6 6

6 6 6

6 6 6

18

666

分電盤1次側配線及び操作線、接地線は既設を再使用、接続位置を考慮する事

分電盤2次側配線は既設と同様の点滅回路となるよう施工を行う

分電盤、照明器具、架台作業場付(溶融亜鉛ﾒｯｷ)、2次側配線の更新を行う

注記

点線にて記入のものは既設再使用とする

3,300

ｸﾞﾗﾝﾄﾞ照明柱 改修前 ｸﾞﾗﾝﾄﾞ照明柱 改修前

避雷針再使用

 M16

GL

A柱のみ

4800

900 800

60
0

60
0

900800 800

80
0

3300

80
0

30
0

投光器取付板　

照明柱A

※各投光器は正面から見た状態です。

照明柱B

照明柱C

照明柱D

照明柱E

照明柱F

投光器架台配置図

挟角

中角

広角

【凡例】

ｹｰﾌﾞﾙ接続用
ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ300×300×200WPSUSを3個見込む事

避雷針再使用

投光器更新 
A500,B500,C500

取付架台更新

作業場更新

33令和４年度　磯部ふれあい公園体育館等大規模改修工事（電気設備工事）　



【特記事項】

一 級 建 築 士　  No. 117422　     　西 沢 雅 彦

西 沢 建 築 設 計 事 務 所
A2：1/100  A3：1/71 Ｅ

2400

GL

2400

GLGL

2400

GL

配管支持用自在バンド撤去

配管支持用自在バンド撤去

12
,0

00

12
,0

00

ｹｰﾌﾞﾙ接続用
ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ300×300×200WPSUSを1個見込む事

ﾃﾆｽ事照明柱(H,K柱) 改修前 ﾃﾆｽ事照明柱(G,I,J,L柱) 改修前 ﾃﾆｽ事照明柱(H,K柱) 改修後 ﾃﾆｽ事照明柱(G,I,J,L柱) 改修後

照明器具ﾘｽﾄ

G柱

H柱

I柱

Ｊ柱

K柱

L柱

A500(挟角) B500(中角) D67

1

1

1

1

2 6

3 1

3 1

62

分電盤及び1次側配線、操作線、接地線は既設を再使用とする

分電盤2次側配線は既設と同様の点滅回路となるよう施工を行う

照明器具、架台(溶融亜鉛ﾒｯｷ)、2次側配線の更新を行う

注記

点線にて記入のものは既設再使用とする

13

13

ｹｰﾌﾞﾙ接続用
ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ300×300×200WPSUSを1個見込む事

   ４灯用架台

   ４灯用架台

継ぎ金具

   ４灯用架台

   ４灯用架台

投光器x4 A500,B500

   ４灯用架台

投光器x4 A500,B500

投光器x4 A500,B500

CV3.5-3C×4(VE54)撤去 EM-CE3.5-3C×4(GZ54)

投光器1KW×8及びﾄﾗﾝｽ×8撤去

投光器取付架台撤去

ｺﾝｸﾘｰﾄ柱再使用

CV3.5-3C×2(VE42)撤去
CV3.5-3C(VE22)×2撤去

EM-CE3.5-3C×2(GZ42)
EM-CE3.5-3C(GZ28)×2

投光器取付架台撤去

投光器1KW×4及びﾄﾗﾝｽ×4撤去

電撃殺虫器(G,I,J,L柱)撤去回転灯(G,I柱)再使用 電撃殺虫器(G,I,J,L柱)D67回転灯(G,I柱)再使用

分電盤再使用 分電盤再使用 分電盤再使用 分電盤再使用

ｺﾝｸﾘｰﾄ柱再使用 ｺﾝｸﾘｰﾄ柱再使用

ｺﾝｸﾘｰﾄ柱再使用

改修前・改修後

テニスコート照明柱

34令和４年度　磯部ふれあい公園体育館等大規模改修工事（電気設備工事）　



【特記事項】

一 級 建 築 士　  No. 117422　     　西 沢 雅 彦

西 沢 建 築 設 計 事 務 所
A2：N・S  A3：N・S Ｅ

磯部ふれあい公園 グラウンド照明 照度分布図

磯部ふれあい公園 テニスコート照明 照度分布図

参考図

参考図
平均値 最大値 最小値

[lx] [lx] [lx]

全体 368 885 163

内野 596 885 353

外野 328 786 163

均斉度

平均/最大 最小/平均 最小/最大

0.42 0.44 0.18

0.67 0.59 0.40

0.42 0.50 0.21

記号 全光束[lm] 保守率 台数 器具高さ

【1kWﾒﾀﾊﾗ相当挟角】LPJ1N-500 56400 0.81 24 21.500

【1kWﾒﾀﾊﾗ相当中角】LPJ1M-500 62500 0.81 60

【1kWﾒﾀﾊﾗ相当広角】LPJIW-500 65000 0.81 24 19.900

125.20

13
1.

90

内野

外野

照明柱Ａ

照明柱Ｂ

照明柱Ｃ

照明柱Ｄ

照明柱Ｅ

照明柱Ｆ

JIS照度基準
内野：500lx、外野：300lx
①硬式野球：競技区分Ⅲ：学校体育又はリクレーション、一般のトレーニング
②軟式野球：競技区分Ⅱ：一般的な運動競技会や高水準のトレーニング

100 100

100100

200
300
400
500

600

700

100

200

300

400

500

600

700

平均値 最大値 最小値

[lx] [lx] [lx]

競技ｴﾘｱ 389 599 243

コート1 388 543 301

コート2 447 599 301

コート3 447 596 304

コート4 387 544 301

均斉度

平均/最大 最小/平均 最小/最大

0.65 0.62 0.40

0.71 0.78 0.56

0.75 0.67 0.50

0.75 0.68 0.51

0.71 0.78 0.55

記号 照明器具名 全光束[lm] 保守率 台数 器具高さ

62500 0.81 16

56400 0.81 16 12.000

66.57

37
.9
7

競技ｴﾘｱ

コート1 コート2 コート3 コート4

300

300 300

300

300 300 300

300

300 300 300

300 300

200 200

200

200

200 200

250

250

250

250
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照明器具名

【1kWﾒﾀﾊﾗ相当挟角】LPJ1N-500

【1kWﾒﾀﾊﾗ相当中角】LPJ1M-500

[lx]

19.900～21.500

12.000～12.750

● テニスコート　300lx 以上

照度分布図 改修後 参考図 35令和４年度　磯部ふれあい公園体育館等大規模改修工事（電気設備工事）　



概略工事工程表（参考図）

【特記事項】

一 級 建 築 士　  No. 117422　     　西 沢 雅 彦

西 沢 建 築 設 計 事 務 所
概略工事工程表（参考図） A2：N・S  A3：N・S Ｋ 01

A13 屋外便所照明ＬＥＤ化工事

A12 高圧引込配線及び機器改修工事

A11 受変電設備工事

A10 発電機設備工事

自動火災報知設備工事A9

トイレ呼出設備工事A8

音響設備工事

非常放送設備工事

構内情報通信網工事

動力設備工事

部屋改修に伴う電気設備工事

誘導灯設備ＬＥＤ化工事

照明器具ＬＥＤ化工事

A7

A6

A5

A4

A3

A2

A1

項　目№
日

月

A14

A15

A16

テニスコート照明工事

グラウンド照明工事

屋外照明工事

令和４年度　磯部ふれあい公園体育館等大規模改修工事（電気設備工事）　

令和４年度　磯部ふれあい公園体育館等大規模改修工事（電気設備工事）　

20 25 31 5 10 15 20 25 31 5 10 15 20 25 5 10 15 20 25 31 5 10 15 20 25 5 10 15 20 25 31 5 10 15 20 25 31 5 10 15 20 25 5 10283030

７ ８ ９ 10 11 12 １ ２

準備工 各小部屋アリーナ・多目的スペース・２階観覧席

アリーナ・各出入口

照明スイッチ・コンセント

空調設備電源

アリーナ改修

アリーナ空気管改修 各小部屋感知器改修

<令和5年>

管理室

管理室

身障者便所～管理室

照明改修

引込電源工事準備工

受変電設備更新準備工

既設発電機搬出～新規発電機搬入、設置、試運転準備工

外灯取替工事

照明改修　　架台取替工事準備工

準備工

準備工

照明改修　　架台取替工事

※　９月～１２月 は野球場・テニスコートの工事期間とする。体育館周囲仮囲い以外の屋外改修工事はその間に完了すること。

3020 25 55 1010 1515

６ ３


